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■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

この図記号は、製品の取扱いにおいて、その行為を禁止する図記号です。

この図記号は、製品の取扱いにおいて、指示に基づく行為を強制する図記号です。

安全上のご注意 必ずお守りください

取付・設置の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく行ってください。

■表示内容を無視して誤った取付・設置をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

警告 この表示の欄は「取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うことが想定される

危害の程度」をいう。

注意 この表示の欄は「取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うことが想定されるか、または

物的損害の発生が想定される危害・損害の程度」をいう。

警告
電気工事・ガス工事・水道工事は、関連する
法令・規程に従って、必ず「有資格者」が行
ってください。

火災、感電、ガス漏れ、水漏れの原因になることがあ
ります。

トップなど金属製の製品を取扱う時は、必ず
保護手袋をしてください。

切断面に触ると、ケガをする恐れがあります。

ウォールユニットおよびキッチンパーツの取
付・設置は、建築壁の構造を確かめて正しく
行ってください。

落下して、ケガをする恐れがあります。
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排水器具・排水ホースの取付けおよび給排
水管の接続部分のシーリングは、確実に行
ってください。

水が漏れたり、湿気が上がり、床などが腐る恐れがあ
ります。

本体底板
目皿

本体底板 目皿

防臭キャップ
防臭キャップは、塩ビ管
（ＶＰ・ＶＵ）４０Ａ・
５０Ａ・６５Ａに使用で
きます。

床

注意
排水ホースは、Ｕ字型に曲げたり、折り曲げ
て取付けないでください。

排水能力が低下して、シンクから水があふれ、床を汚
す恐れがあります。

組み込まれる電気機器・水栓などについては、
それぞれの施工説明書および製品本体の表示
事項を守り、正しく設置してください。

思わぬ事故や故障の原因になることがあります。

取付・設置完了後は、扉のがたつきや丁番の
ゆるみの無いことを必ず確認してください。

使用中に扉が落下して、ケガをする恐れがあります。

棚板を設置する時は、棚受け（ダボ）をすき
間の無いよう根元まで確実に差し込んでくだ
さい。

棚板が外れ、収納物が落下して、ケガをする恐れがあ
ります。

側板 側板 側板

レンジフードの整流板を下げる際は水栓に当
たらないように注意してください。

整流板を下げた際に、整流板と水栓が干渉して、水栓
や整流板が破損する恐れがあります。

2



１　注文した製品が納入されているか確認してください。
２　配管、配線、補強桟の確認
　　・取付・設置図および指示通りに、給水・給湯管、排水管、ガス管および、各機器の電気配線、換気口
　　　などが施工されているか確認してください。
　　・壁面の取付位置に、取付桟があることを確認してください。
　　・壁の直角、垂直、床の水平レベルや強度を確認してください。
※　トップの養生は引渡し時まで剥がさないようにしてください。

取付・設置前の確認
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取付・設置前の確認
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　　　　なお、ホース付水栓はこの位置には取付けられません。

排水管
（４０Ａまたは５０Ａ）

58
0
85
0

15
0
10
0

1050

給水管

給湯管

705

給水管

524 左仕様

給湯管
150 10010

00
■QーＬＡＮＤ用パラレロシンクユニット
※当図は左シンク仕様を示し、右シンク仕様は対象とする。

引出し



取付・設置前の確認　　【ベンチレーションを取付ける場合】

5

１　排気ダクトの立ち上げ
　　・ベンチレーションを取付ける場合、ユニット設置前にΦ１５０排気ダクトを床から１００～１５０mm
　　　立ち上げておく必要があります。
　　・ベンチレーションは、キッチン組立後に行います。取付けは「ベンチレーションの取付け」ページを参
　　　照ください。
　　※排気ダクト設置や立ち上げ、機器関連で不明な点は、下記連絡先にご相談ください。

　　　　会社名：(株) N.TEC  東京支店
　　　　連絡先：03-5545-3877
　　　　担当者：藤原

２　アース付き２口コンセント用電源コードの立ち上げ
　　・ベンチレーションを取付ける場合、あらかじめ床からアース付き２口コンセント用の電源コード
　　　（１００Ｖ１５Ａ）を１m程度、１本立上げておく必要があります。

　　■電源コードの立ち上げ位置
　　・ベンチレーションユニットの電源コードの立ち上げ位置
　　※排気ダクト、リモートファンに干渉しないよう配管カバー内に立ち上げてください。

■排気ダクト床立ち上げ位置
・ベンチレーション専用上面操作加熱機器ユニットの排気ダクト位置
※ （　）寸法は間口１２００ユニットの場合、＜　＞寸法は奥行１０００ユニットの場合を示す。
※　Ｒ仕様、Ｌ仕様はありません。
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※［　］内寸法は、開き扉ウォールユニットの場合を示す。
※１　ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合のみ。
※２　奥行４０５、６２５ユニットの場合、下部の取付桟は不要です。

【ペニンシュラタイプの場合】

【オンウォールタイプの場合】
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6



取付・設置上のご注意
ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）の隣に
把手仕様（フラットバー）のユニットを設置する
場合、開き扉と反対側に引出しが開くレイアウト
にしてください。

把手仕様
（フラットバー）
ユニット

設置場所の確認

キッチンの加熱機器側を壁付けする場合の注意

・加熱機器は壁から15cm以上離してください。
※加熱機器周囲の壁面構造は、各自治体の火災予防条例などで規制されます。規制に従った構造を確認してください。
・加熱機器を壁から15cm以上離せない場合は、必ず防熱板による防火措置を行ってください。
※防熱板は各自治体の火災予防条例等に従い設置してください。

ハイカロリーバーナー 　を設置する場合の注意

・加熱機器は壁または水栓取付位置から２０ｃｍ以上離してください。

壁
加熱機器

水栓

防熱板

加熱機器
水栓

加熱機器は壁から15cm以上離してください。

火災のおそれがあります。

警
告

加熱機器は壁から
15cm以上離す

加熱機器を壁から
15cm以上離せな
い場合には不燃材
による防熱板を取り
付けてください。

壁

防熱板はこれを設けた時、加熱機器周囲の可燃物の温度が
室温35℃の時100℃を超えない断熱性を有すること。

7
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把手仕様
（フラットバー）
ユニット

※1 ※1）GAGGENAU VG231220



取付・設置のながれ
　１　ウォールユニットの取付け
　２　ウォールユニット用サイドパネルの取付け
　３　引出しの取り外し
　４　横桟の取り外し
　５　防虫エッヂの加工
　６　中底板の取り外し（オーブンユニットの場合のみ）
　７　配管用穴あけ
　８　スぺーサーの取付け（ユニットの背面にユニット、または壁がくる場合のみ）
　９　扉の取り外し（ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）、アイランド開き扉ユニットの場合）
１０　背面スぺーサーの取付け（アイランド開き扉ユニットの場合のみ）
１１　ＩＮＯ　ＡＦの取付け
１２　配管ボックスの取付け（モザイク、ステンレス共通）
１３　ステンレス配管カバーの取付け
１４　配管隠しカバーの取付け
１５　壁面固定用スペーサーの取付け（トップ奥行７５５　オンウォールタイプの場合のみ）
１６　ユニットの取付け
１７　すき間スペーサーの取付け（Ｃ－ＬＡＮＤ、ＣＤ－ＬＡＮＤ　Ｍ加工・ＭＣ加工の場合のみ）
１８　すき間スぺーサー（背面用）、Ｌ金具の取付け（食洗機ユニットの場合のみ）
１９　背面横桟の取付け（アイランドタイプ、ペニンシュラタイプ　Ｍ加工・Ｏ加工の場合）
２０　スリット化粧板の取付け（ユニット下部）
２１　ＦＩＸパネルの取付け（アイランドタイプ、ペニンシュラタイプの場合のみ）
２２　アイランドキッチン用スペーサーの取付け（奥行きの異なるユニット（Ｄ８５０とＤ７０５）同士の化
　　　粧面を揃える場合のみ）
２３　ユニットの壁面固定（ペニンシュラタイプ、オンウォールタイプの場合のみ）
２４　フロアユニット用サイドパネルの取付け　　　　　←【ＭＣ加工】の場合は、「１４６ページ～参照」
２５　Ｌ金具の取付け
２６　フレームカウンターの取付け（Ｉ－ＬＡＮＤ（Ｄ１２６０ｍｍ、Ｄ１４６０mm）、ＣＤ－ＬＡＮＤの
　　　場合のみ）
２７　排水トラップの取付け
２８　水栓の取付け
２９　トップの取付け
３０　レベル調整、フレームカウンターの固定（Ｉ－ＬＡＮＤ（Ｄ１２６０ｍｍ、Ｄ１４６０mm）、ＣＤ－
　　　ＬＡＮＤの場合のみ）
３１　ステンレススぺーサーの取付け（正面操作加熱機器ユニット／Ｏ加工の場合のみ）
３２　食洗機用スペーサーの取付け（ＧＡＧＧＥＮＡＵ_ＩＨの下にＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機が設定される場
　　　合）
３３　スリット化粧板の取付け（ユニット上部）
３４　ビルトイン機器の取付け
３５　排水栓の配管
３６　水栓の配管
３７　横桟の取付け
３８　引出しの取付け
３９　扉の取付け（ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）、アイランド開き扉ユニットの場合）
４０　引出し前板の調整
４１　プッシュオンの調整
４２　扉の調整（ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）、アイランド開き扉ユニットの場合）
４３　扉用ブルモーションの調整（ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）、アイランド開き扉ユニットの
　　　場合）
４４　ディッシュプレートの設置
　
【ＭＣ加工の場合】
１　補助脚の取付け
２　補助脚付きフロアユニット用サイドパネルの取付け
３　補助脚のレベル調整、固定
４　スリット化粧板の取付け（下部）
５　補助脚のトップ固定、スリット化粧板の取付け（上部）
６　食洗機、食洗機用配管隠しカバーの取付け
７　化粧パイプの取付け

【Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｅｌｅｍｅｎｔ　ユニットタイプの注意事項】
　※取付・設置方法はＩＮＯに準ずる　
Ｐ２２　ＩＮＯ　ＡＦの取付け（ＩＮＯ　ＡＦの設置）
Ｐ６１　背面横桟の取付け
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１　ウォールユニットの取付け

取付・設置手順

取付穴φ４．５（４ヶ所） 取付穴φ４．５（６ヶ所）

連結穴φ４（４ヶ所）

※ウイングチップ、スライドドアウォールユニットの取付けについては、付属の「取扱説明書、取付
　・設置説明書」を参照ください。
・ユニットを壁面に固定します。
　ユニット背板に貼り付けてあるシールの中央にφ４．５の下穴をあけ、＋ナゲシネジ４．２×６5
　にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
・ユニットを連結する場合、隣接するユニットの側板外面を合わせて、連結します。
　ユニット側板の指定位置（４ヶ所）にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャー
　を通して連結し、ヘッドキャップカバーを取付けます。

52 5252 52 52

32
32

32
32

32
32

5780

ワッシャー

＋ナゲシネジ３．８×３２
ヘッドキャップカバー

ワッシャー

＋ナゲシネジ４．２×６5

ヘッドキャップカバー

ユニット連結位置［側面図］

壁面固定位置［正面図］

■間口４５０、６００
　開き扉ウォールユニット

■間口９００、１２００
　開き扉ウォールユニット

取付穴φ４．５シール

※シールの中央に取付穴をあける

［ユニット背板に貼り付け］
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取付・設置手順

※イラストは、ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプです。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様【Ｈ＝１００／Ｈ＝２００】の場合を示す。
　ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合のみ。

開き扉ウォールユニット取付位置［側面図］

15
0
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00
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00
) 90
0(
85
0/
95
0)

73
6.
5

70
4

16
36
.5
(1
58
6.
5/
16
86
.5
)

23
40
.5
(2
29
0.
5/
23
90
.5
)

開き扉
ウォール
ユニット

15
66
.5
(1
51
6.
5/
16
16
.5
)

70
4

22
70
.5
(2
22
0.
5/
23
20
.5
)

開き扉
ウォール
ユニット

■キッチンフロアユニットの
　上に取付ける場合

■トール収納の隣に取付けるまたは、
　ハーブポットの上に取付ける場合
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２　ウォールユニット用サイドパネルの取付け

取付・設置手順

・ウォールユニット側板にウォールユニット用サイドパネルを取付けます。
　ユニット内側より側板の指定位置（６ヶ所）にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３２にワ
　ッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。

ウォールユニット用サイドパネル取付位置［側面図］

■開き扉ウォールユニットの場合

ユニット側板

50

0.
5

0.
5

69
9

70
0

32
32

2.
5

2.
5

30
2

69
9

（
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
）

（
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
）

（
ユ
ニ
ッ
ト
）

（
ユ
ニ
ッ
ト
）

70
4

30
2

ウォールユニット

ユニット側板

80

ウォールユニット用
サイドパネル

ヘッドキャップカバー

ワッシャー

＋ナゲシネジ３．８×３２

ウォールユニット用
サイドパネル

＋ナゲシネジ３．８×３２

Ａ部詳細図
ヘッドキャップカバー ワッシャー

Ａ部

■Ｈ＝７００ウォールユニット、
　ウイングチップを
　直接壁に取付ける場合

■ウイングチップ取付用
　下地桟を取付ける場合

【Ｄ＝４２８サイドパネル】【Ｄ＝３７３サイドパネル】 【Ｄ＝４２８サイドパネル】

ユニット側板

ウォールユニット用
サイドパネル

ウォールユニット用
サイドパネル

ウォールユニット用
サイドパネル

50

62
32

0
0

27
0

70
0

70
0

27
0

62
32

27
0

27
0

（
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
）

（
ユ
ニ
ッ
ト
）

57 57 57ウイングチップ
　取付用下地桟
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取付・設置手順

引っ張る

３　引出しの取り外し
・引出しをいっぱいまで引出します。
・引出しを持ち上げて取り外します。
※把手や引出し前板を持って取り外さないでください。
※４Ｄシンク専用ユニットの上段、両面グリル付加熱機器ユニットの片方の上段は、引出しではあり
　ませんので、無理に引っ張ったりしないでください。
　見付板やユニットが破損して、ケガをする恐れがあります。

ケーキカット型ユニット（引出しタイプ）の場合

引出し

引出し前板

把手

引出しレール

引出し

ロック

・引出しをいっぱいまで引出し、ロックを手前に引っ張りながらさらに引出します。

12



ダストボックスの場合
・引き出しレールをいっぱいまで引き出します。
・奥のツメを支点に、扉を上に２cm程上げるとレールが外れます。
※取付けの際は一般的な引出しの取付けのように、レールと平行に押し込まないようにご注意ください。
　（ダストボックスの取付・設置手順参照）

スライドバスケットの場合
・バスケットを外し、引き出しをいっぱいまで引出します。
・引き出しレールの中央両端に付いたタブを内側に押しながら、奥のツメを支点に扉を５cm程上に持ち上げ
　るとレールが外れます。
※注意）タブを内側に押さないで扉本体を持って持ち上げないでください。レールから扉が外れる恐れがあり
　　　　ます。

タブ位置 扉ごと5cm程上げる

13

タブ

取付・設置手順

ツメ

ツメ

ツメ

ツメ2cm2cm

2cm2cm

ツメ

ツメ2cm５cm

５cm５cm



取付・設置手順

４　横桟の取り外し
・配管作業を行いやすくするため、横桟を外してください。
　Ｇシンク専用、パラレロユニット以外のユニットの場合、横桟受けから横桟を引き抜いて取り外します。
　Ｇシンク専用、パラレロユニットの場合、横桟の下側から固定ネジ（＋サラ小ネジＭ４×１０）を外し
　て横桟を取り外します。

５　防虫エッヂの加工
・全てのユニット側板の防虫エッヂをカットします。
　側板の防虫エッヂの上端から１０ｍｍ、下端から９ｍｍの位置までそれぞれカットします。
※カットした部分にスリット化粧板を貼るため、段差を残さないようきれいに仕上げてください。

Ｃ部詳細図 Ｄ部詳細図

※カット
注意：段差を残さないように 防虫エッヂ

横桟（樹脂製）

横桟（木製）
Ｃ部

Ｄ部

Ａ部

Ｂ部

【Ｇシンク専用ユニット以外の
　ユニットの場合】

Ａ部断面詳細図［側面図］ Ｂ部断面詳細図［側面図］

横桟 横桟
横桟受け

【Ｇシンク専用ユニット、
　パラレロユニットの場合】

＋サラ小ネジ
　Ｍ４×１０

Ｌ金具

パラレロユニット
Ｇシンクユニット
以外のユニット

パラレロユニット
Ｇシンク専用
ユニット

側板

防虫エッヂ

側板

※カット
注意：段差を残さないように

910
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取付・設置手順

６　中底板の取り外し（オーブンユニットの場合のみ）
※オーブンユニットを取付ける場合は、ユニットを設置する前に中底板を取り外します。
・中底板背面側に取付いているＬ金具の底板側の取付ネジ（＋バインドタッピンネジ４．０×１２）
　を外し、中底板を取り外します。
※ユニットの取付けが終わりましたら、取付ネジを締めて中底板を固定します。

中底板

側板

Ｌ金具

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１２
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取付・設置手順

※床立ち上げの場合、ユニットを設置する前に給水給湯配管用の穴をあけます。
・床立ち上げしてある給水給湯管の位置を確認して、ユニット底板の指定位置にφ３０の穴をあけま
　す。

穴あけ位置［平面図］

【シンクユニットの場合（給水・給湯配管用）】

※プルオープン食器洗い乾燥機ユニットを取付ける際に、底板に配管用の穴が開いていない場合は、
　ユニットを設置する前に配管用の穴をあけます。
・ユニット底板の指定位置にφ８０の穴をあけます。

穴あけ位置［平面図］

７　配管用穴あけ

■間口４５０食洗機ユニット ■間口６００食洗機ユニット
14
2

70
5(
85
0)
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0

70
5(
85
0)

14
2

CLCL
50

配管用穴φ８０ 配管用穴φ８０

前面 前面
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0

(2
55
)

(2
55
)

【プルオープン食洗機の場合】

16

257
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0（
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5）

85
0

125125

55
55

■間口１０５０片面パラレロシンク専用ユニット

1050

φ３０穴
（給湯管用）

φ３０穴
（給水管用）

φ３０穴（給水管用）
φ３０穴
（給湯管用）

42
5

85
0

125125
507（257）

55
55

■間口１０５０両面パラレロシンク専用ユニット

1050

CL

φ３０穴
（給湯管用）

φ３０穴
（給水管用）

φ３０穴
（給湯管用）φ３０穴

（給水管用）

※（　）寸法は
　バビロン仕様

※（　）寸法は
　バビロン仕様

※ゼロ動線水栓の給水給湯の接続位置は右側「湯」、
　左側「水」となっています。図面に記載の配管立
　上げ位置と異なりますのでご注意ください。

※ゼロ動線水栓の給水給湯の接続位置は右側「湯」、
　左側「水」となっています。図面に記載の配管立
　上げ位置と異なりますのでご注意ください。



取付・設置手順
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55

55
φ３０穴
（給湯管用）

φ３０穴
（給水管用）

φ３０穴
（給水管用）

φ３０穴
（給湯管用）

φ３０穴
（給水管用）

φ３０穴
（給湯管用）

1200

332
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125125

55
55

φ３０穴
（給湯管用）

φ３０穴
（給水管用）

1350

■間口１２００両面／片面パラレロシンク専用ユニット ■間口１３５０両面／片面パラレロシンク専用ユニット
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※ゼロ動線水栓の給水給湯の接続位置は右側「湯」、
　左側「水」となっています。図面に記載の配管立
　上げ位置と異なりますのでご注意ください。

※ゼロ動線水栓の給水給湯の接続位置は右側「湯」、
　左側「水」となっています。図面に記載の配管立
　上げ位置と異なりますのでご注意ください。
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※当図は左シンク仕様を示し、右シンク仕様は対象とする。
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※ゼロ動線水栓の給水給湯の接続位置は右側「湯」、
　左側「水」となっています。図面に記載の配管立
　上げ位置と異なりますのでご注意ください。

※ゼロ動線水栓の給水給湯の接続位置は右側「湯」、
　左側「水」となっています。図面に記載の配管立
　上げ位置と異なりますのでご注意ください。
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取付・設置手順
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シンクユニット
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（給水管用）

φ３０穴
（給湯管用）

100517φ３０穴
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φ３０穴
（給湯管用）

■配管スペース付き加熱機器ユニット ■Ｇシンク専用ユニット
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※ゼロ動線水栓の給水給湯の接続位置は右側「湯」、
　左側「水」となっています。図面に記載の配管立
　上げ位置と異なりますのでご注意ください。



取付・設置手順

8　スぺーサーの取付け
　　（ユニットの背面にユニット、または壁がくる場合のみ）
・ユニット背面下部の指定位置にスぺーサー（１８ｍｍ）を両面テープにて仮止めします。
※ユニット背面下部に背板桟がある場合および、Ｇシンク専用ユニット、両面／片面パラレロシンク
　専用ユニット、奥行８５０両面ユニット、食洗機ユニット、オーブンレンジユニット、オープンユ
　ニットの場合は、スペーサー（１８ｍｍ）は不要です。
※ユニットの背面にアイランド開き扉ユニットがくる場合は、背面スペーサー（４０ｍｍ）の位置に
　合わせて取付けます。（「背面スペーサーの取付け」を参照ください。）

18 CL 18

18

スぺーサー（１８ｍｍ）

■間口３００～１２００ユニット

18 CL

18

例：間口１２００加熱機器ユニット

スぺーサー取付位置［背面図］

背板桟※間口１２００ユニットの
　場合のみ

CL

18

■間口１５０
　ユニット

例：間口１２００ユニット２台の場合

・・・　スぺーサー（１８ｍｍ）

加熱機器ユニット

シンクユニット
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取付・設置手順

9　扉の取り外し
　　　（ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）、
　　　　アイランド開き扉ユニットの場合）
・扉を取り外します。

・ツメを押して座金から丁番本体を取り外します。

１ ２

ツメ

扉

アイランド開き扉ユニット
丁番本体

座金

座金

丁番本体
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取付・設置手順

１０　背面スぺーサーの取付け
　　　（アイランド開き扉ユニットの場合のみ）
・アイランド開き扉ユニット背面の指定位置に背面スぺーサー（４０ｍｍ）を取付けます。
　ユニット内側より背板の指定位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３８にワッシャーを
　通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。

背面スぺーサー取付位置［背面図］

例：間口９００ユニットの場合

25

32 3232 32

■間口４５０、６００
　ユニット

25

■間口９００ユニット

CL 32 68 32

25
323232

■間口１２００ユニット

CL

アイランド開き扉ユニット

背面スぺーサー（４０ｍｍ）

＋ナゲシネジ３．８×３８
ワッシャー

ヘッドキャップカバー
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１１　ＩＮＯ　ＡＦの取付け

取付・設置手順

スリットスペーサー

１　スリットスペーサーの取付け
　　（トップ奥行４３０、６５０　オンウォールタイプの場合のみ）

・スリットスペーサーを高さスペーサー全体間口に合わせてカットします。
※マイアミ／オーランドを連結する場合は、マイアミ／オーランドがくる部分は除く。
※カットした面にスリット化粧板を貼るため、きれいに仕上げてください。
・スリットスペーサーの両面テープのはく離紙を剥がし、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサー前端に合わ
　せて貼り付けます。

※カット高さスペーサー全体間口
※マイアミ／オーランドを連結する場合は、マイアミ／オーランドがくる部分は除く

スリットスぺーサー加工寸法

ＩＮＯ　ＡＦ

高さスペーサー

※高さスペーサー全体間口にカット
※マイアミ／オーランドを連結する場合は、
　マイアミ／オーランドがくる部分は除く

※イラストはＳタイプを示す。
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取付・設置手順

２　固定用穴あけ（※床固定にカールＰＣプラグを使用する場合）
※コンクリート床、石床の場合、ＩＮＯ　Ａを設置する前にカールＰＣプラグを取付けます。
　ペニンシュラタイプ、オンウォールタイプの場合、壁に接する側のＩＮＯ　ＡＦ取付位置にはカー
　ルＰＣプラグの取付けは不要です。
・ＩＮＯ　ＡＦと補助脚の設置位置に固定用穴φ６深さ３５ｍｍをあけます。
・固定用穴にカールＰＣプラグ６×２５（市販品）を打ち込みます。

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

ＩＮＯ　ＡＦ
固定用穴φ６深さ３５ｍｍ

補助脚固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

171.5程度

ＡＦの納まり スリット化粧板の納まり ＡＦの納まり スリット化粧板の納まり

スリット化粧板

出巾木

スリット化粧板

出巾木

■側面の壁に出巾木がない場合

ペニンシュラタイプ［正面図］　※イラストはＳタイプを示します。納まりはＣタイプも同様です。

オンウォールタイプ［側面図］

■側面の壁に出巾木がある場合

■背面の壁に出巾木がない場合 ■背面の壁に出巾木がある場合

171.5程度

ＡＦの納まり スリット化粧板の納まり ＡＦの納まり スリット化粧板の納まり

スリット化粧板

出巾木

スリット化粧板

出巾木

サイドパネル
側板

サイドパネル
側板

ユニットの背面
※奥行７０５ユニット
　の場合

ユニットの背面
※奥行７０５ユニット
　の場合
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取付・設置手順

・ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの設置位置に、床保護プレートφ３０を置き、その上から付属のワッシャー
　ヘッドタッピンネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面に固定します。
・補助脚の設置位置に、付属のワッシャーヘッドタッピンネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面に
　固定します。
※コンクリート床、石床の場合、床面にあけた固定用穴の位置に合わせて取付けます。
　ペニンシュラタイプ、オンウォールタイプの場合、壁に接する側は転倒防止部品を取付けず、床保護
　プレートφ３０のみ置きます。
・ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプを転倒防止部品に差し込みながら床面に設置します。

３　ＩＮＯ　ＡＦの設置

床保護プレートφ３０

転倒防止部品

ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプ

転倒防止部品

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　　　４．０×４０

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　　　４．０×４０

【ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合】

・ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプ同士が隣接する場合、Ｓｅｒｖｉｎｇ
　Ｅｌｅｍｅｎｔ側の高さをキッチン側に揃えます。
・高さ調整後、Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｅｌｅｍｅｎｔ側の床保護プレ
　ートを取付けます。
　隣接しているＩＮＯ　ＡＦ　ＳタイプのＳｅｒｖｉｎｇ　
　Ｅｌｅｍｅｎｔ側は切り欠き付床保護プレートを使用して、キ
　ッチン側の床保護プレートに重ねます。
※床保護プレートを重ねた後は、高さ調整ができないため必ず重
　ねる前に高さ調整をしてください。　

Ｓｅｒｖｉｎｇ
　Ｅｌｅｍｅｎｔ側

ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプ
床保護プレートφ３０

切り欠き付床保護プレート

キッチン側

Ｓｅｒｖｉｎｇ
Ｅｌｅｍｅｎｔ側 キッチン側

■キッチンとＳｅｒｖｉｎｇ　Ｅｌｅｍｅｎｔ　ユニットタイプが隣接する場合

床保護プレートφ３０

切り欠き付
床保護プレート

床保護プレートの重なり（平面図）

床保護
プレート
φ３０
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取付・設置手順

・ＩＮＯ　ＡＦ　Ｃタイプの設置位置に、付属のワッシャーヘッドタッピンネジ４．０×４０にてア
　ジャスト部品を床面に固定します。
※ネジは完全に締め切らず、アジャスト部品が回る程度にします。
・補助脚の設置位置に、付属のワッシャーヘッドタッピンネジ４．０×４０にて転倒防止部品を床面
　に固定します。
※コンクリート床、石床の場合、床面にあけた固定用穴の位置に合わせて取付けます。
・ＩＮＯ　ＡＦ　Ｃタイプをアジャスト部品に差し込みながら床面に設置します。

アジャスト部品アジャスト部品

転倒防止部品

ワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　　　４．０×４０　　　　　　　４．０×４０

床

ワッシャーヘッドタッピンネジワッシャーヘッドタッピンネジ
　　　　　　　４．０×４０　　　　　　　４．０×４０
※締め過ぎに注意※締め過ぎに注意

【ＩＮＯ　ＡＦ　Ｃタイプの場合】

ＩＮＯ　ＡＦ　Ｃタイプ
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取付・設置手順

５　レベル調整、ＩＮＯ　ＡＦの固定

Ａ部

アジャスト部分

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定

六角穴止めネジ（棒先）
固定穴

ＡＦ本体

・取付・設置の際に、ベースフレームがたるまないように、支持具（別途準備品）で支えます。
　支持具はベースフレーム下で支え、７５０ｍｍピッチ以下になるように設置します。
※支持具は、取付・設置が全て終了したら取り外します。

４　支持具の設置

水平器

ベースフレーム

支持具（別途準備品）

・ＩＮＯ　ＡＦ　Ｃタイプが大きく
　傾かないように調整しながら、ア
　ジャスト部品を一番下まで締めま
　す。（図１）
・一番下まで締めた状態を基準とし、
　アジャスト部品を回して、レベル
　を調整します。（図２）
　　■調整範囲　－０～＋１０ｍｍ
※ＩＮＯ　ＡＦ　Ｃタイプの固定は
　不要です。

図１ 図２

ＡＦ本体

アジャスト部品

※イラストはＳタイプを示す。

床 床

・ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプのアジャスト部分を回して、レベルを調整します。
　　■調整範囲　－０～＋１０ｍｍ
※ＡＦ本体とアジャスト部分の形状が揃うように調整します。
・ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプのアジャスト部分の固定穴から六角穴止めネジ（棒先）にて固定します。

【ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合】

【ＩＮＯ　ＡＦ　Ｃタイプの場合】
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取付・設置手順

６　補助脚の取付け

補助脚

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

補助脚

アジャスタープレート

Ｍ８セレート付きネジ

※Ｓタイプの補助脚は、樹脂製クリアタイプになります。
・Ｍ８セレート付きネジを使用し、アジャスタープレートに補助脚を取付けます。
　ユニットを裏向けて、ユニット底板裏面の指定位置（「補助脚取付位置」を参照）に補助脚を取付
　けます。
　アジャスタープレートの取付穴から、＋サラタッピンネジ４．０×１６（４本）にて固定します。

ユニット

底板裏面

【Ｍ加工（ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機）・
　Ｏ加工（オーブン）の場合】

・Ｍ加工、Ｏ加工の場合、アジャスターのレベルも調整します。
　　■調整範囲　－１．５～＋１０ｍｍ
※アジャスターはキッチン間口に対して平行に、開口部分と反対側に穴がくるように調整します。
・アジャスターの穴から＋バインドタッピンネジ３．５×３０にて床面に固定します。

補助脚

※Ｃタイプの補助脚は、金属製クロームメッキタイプになります。
・ユニットを裏向けて、ユニット底板裏面の指定位置（「補助脚取付位置」を参照）に補助脚を取付
　けます。
　補助脚の取付穴から、＋サラタッピンネジ４．０×１６（４本）にて固定します。

※イラストはＳタイプを示す。

Ｂ部詳細図

※開口部分と反対側に穴がくるよ
　うに調整

【ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合】

【ＩＮＯ　ＡＦ　Ｃタイプの場合】

■Ｓタイプの場合 ■Ｃタイプの場合

Ｂ部

穴（アジャスター）

＋バインドタッピンネジ
　　　　　３．５×３０
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取付・設置手順

例：Ｉ－ＬＡＮＤの場合

補助脚取付位置［平面図］

例：Ｖ－ＬＡＮＤ　Ｄ７０５ユニット×Ｄ７０５ユニット／
　　　　　　　　　Ｄ８５０ユニット×Ｄ８５０ユニット／
　　　　　　　　　Ｄ１０００ユニット×Ｄ１０００ユニットの場合

〃
〃

42
5

〃
〃

〃

〃

95

Ａ

例：Ｍ加工（ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機）・Ｏ加工（オーブン）の場合

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ／
リンナイ食洗機
オーブン

※ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機、オーブンの両側には補助脚は不要です。

ケーキカット型ユニット

※ケーキカット型ユニットの左右に食洗機がくる場合は、
　前面の補助脚は不要です。

Ｄ７０５ 555
Ａ

715
875

Ｄ８５０
Ｄ１０００

※食洗機ユニット奥行７０５の場合
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取付・設置手順

例：Ｖ－ＬＡＮＤ　Ｄ７０５ユニット×Ｄ１０００ユニットの場合

〃
〃

95

ケーキカット型ユニット

※ケーキカット型ユニットの左右に食洗機がくる場合は、
　前面の補助脚は不要です。

〃

〃

例：Ｖ－ＬＡＮＤ　Ｄ７０５ユニット×Ｄ８５０ユニットの場合

〃
〃

95

ケーキカット型ユニット

※ケーキカット型ユニットの左右に食洗機がくる場合は、
　前面の補助脚は不要です。

555
〃

〃

555
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取付・設置手順

例：Ｖ－ＬＡＮＤ　Ｄ７０５ユニット×
　　　　　　　　　　Ｄ７０５ユニット＋アイランド開き扉ユニットの場合

例：Ｖ－ＬＡＮＤ　Ｄ７０５ユニット＋アイランド開き扉ユニット×
　　　　　　　　　　Ｄ７０５ユニット＋アイランド開き扉ユニットの場合

〃
〃

20
5
50

〃
〃

〃

〃
95

555

95

875

205

50

〃

〃

205

50

〃

〃

〃

〃

68
CL

間口
９０
０

ユニ
ット

間口
４５
０

ユニ
ット

間口１２００
ユニット

間口
９０
０

ユニ
ット

間口
４５
０

ユニ
ット

間口１２００
ユニット

ケーキカット型ユニット

ケーキカット型ユニット

・対面側のユニットが間口９００、１２００の場合（Ａ部）

・対面側のユニットが間口９００、１２００の場合（Ａ部）

Ａ

Ａ

Ａ

※ケーキカット型ユニットの左右に食洗機がくる場合は、
　前面の補助脚は不要です。

※ケーキカット型ユニットの左右に食洗機がくる場合は、
　前面の補助脚は不要です。
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取付・設置手順

例：Ｃ－ＬＡＮＤ、ＣＤ－ＬＡＮＤ　トップ奥行１０５０の場合

・ユニット連結箇所の奥行方向に対してセンター（Ａ部）
・キッチン側のユニット連結箇所の背板側（Ｂ部）
・対面側のユニットが間口９００、１２００の場合（Ｃ部）
・対面側のユニット連結箇所の背板側（Ｄ部）

〃
〃

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｂ

68
CL

Ｃ

68
CL

Ｃ

〃
〃

Ａ 68
CL

Ｃ

CL

Ｃ

間口１２００
ユニット

間口７５０
ユニット

間口１２００
ユニット

間口９００
ユニット

間口４５０
ユニット

20
5
50

Ｄ20
5
50

31



取付・設置手順

例：Ｃ－ＬＡＮＤ、ＣＤ－ＬＡＮＤ　トップ奥行１２６０、１４６０の場合

〃
〃

〃
〃

50
5/
70
5

50
5/
70
5

300

〃
〃

300

・キッチンの端にくるユニットが間口４５０以上の場合、キッチン側と対面側のユニット
　連結箇所のセンターで端から３００ｍｍ（Ａ部）
・Ｇシンク専用ユニットの場合、ユニット中央の端から３００ｍｍ（Ｂ部）
・ユニット連結箇所の奥行方向に対してセンター（Ｃ部）
・キッチン側と対面側のユニット連結箇所の交点（Ｄ部）

Ａ

〃
〃

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

ＤＡ

〃
〃

〃
〃

〃
〃

300

Ｇシンク専用
ユニット

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ＣＣ
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取付・設置手順

〃
〃

Ａ 68
CL

Ｂ

CL

Ｂ

間口１２００
ユニット

間口９００
ユニット

Ｃ 20
5
50

Ａ

Ｃ

両面／片面パラレロシンク
専用ユニット

例：Ｃ－ＬＡＮＤ　トップ奥行９００　両面／片面パラレロシンク専用ユニットの場合

〃
〃

奥行８５０
ユニット

奥行８５０
ユニット

例：Ｃ－ＬＡＮＤ、ＣＤ－ＬＡＮＤ　トップ奥行１０５０
　　両面パラレロシンク専用ユニットの場合

・ユニット連結箇所の奥行方向に対してセンター（Ａ部）
・対面側のユニットが間口９００、１２００の場合（Ｂ部）
・対面側のユニット連結箇所の背板側（Ｃ部）

両面パラレロシンク
専用ユニット
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取付・設置手順

〃
〃

〃
〃

〃
〃

300

両面パラレロシンク
専用ユニット

両面パラレロシンク
専用ユニット

例：Ｃ－ＬＡＮＤ、ＣＤ－ＬＡＮＤ　トップ奥行１２６０、１４６０
　　両面パラレロシンク専用ユニットの場合

・キッチンの端にくるユニットが間口４５０以上の場合、キッチン側と対面側のユニット
　連結箇所のセンターで端から３００ｍｍ（Ａ部）
・両面パラレロシンク専用ユニットの場合、ユニット中央の端から３００ｍｍ（Ｂ部）
・ユニット連結箇所の奥行方向に対してセンター（Ｃ部）
・キッチン側と対面側のユニット連結箇所の交点（Ｄ部）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ＣＣ

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

300

〃
〃

300

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

ＤＡ

50
5/
70
5

50
5/
70
5

70
5

50
5/
70
5
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取付・設置手順

例：QーLAND型プランの場合

・キッチン側のユニットと、左の対面側のユニットの連結箇所のセンター（Ａ部）
・キッチン側のユニット連結箇所の奥行き方向に対してセンター（Ｂ部）
・キッチン側のユニットと、右の対面側のユニットの連結箇所のセンター（Ｃ部）
※間口１５５０×奥行１５００タイプは不要
・対面側のユニットの背板側（Ｄ部）

〃
〃

Ａ
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【アイランドタイプ、
　ペニンシュラタイプの場合
　（パラレロシンク専用ユニットを除く）】

納まり図

背面

給湯管 給水管

排水管

12
5

10
0
75

18
4.
4

13
0

(1
38
)

125125

443.8
212.5 212.5

455(463) 配管ボックス

ユ
ニ
ッ
ト

１．本体を給水給湯管、排水管位置に両面テープ（市販品）または、＋バインドタッピンネジ３．５
　　×１６（７ヶ所）にて床面に固定します。
２．取付板上部を本体に引っ掛け、取付板下部を本体と床面とのすき間に差し込みます。

※イラストはＳタイプを示す。
※（　）内寸法は、モザイク
　の場合を示す。

１　引っ掛ける

２　差し込む

取付板

本体

＋バインドタッピンネジ
　　　　　３．５×１６

取付・設置手順

１２　配管ボックスの取付け（モザイク、ステンレス共通）

背面

排水管 給水管

給湯管

12
5

（
15
0※
注
）

10
0
75

18
4.
4

13
0(
13
8) 12
5

100
25

150

443.8
212.5 212.5

455(463)
配管ボックス

ユ
ニ
ッ
ト

■２ＤＳシンク専用ユニットの場合

■２Ｄ／３Ｄ／４Ｄシンク専用ユニットの場合

※図はＲタイプを示し、Ｌタイプは対称となりますが、
　給水・給湯の配置（左側：給湯、右側：給水）は変わ
　りません。
※注　（　）内寸法は、シャワー付水栓を取付ける場合
　　　を示す。

取付板

本体
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取付・設置手順

【オンウォールタイプの場合】

455(463)

※イラストはＳタイプを示す。
※（　）内寸法は、モザイク
　の場合を示す。

納まり図

背面

給湯管 給水管

排水管

12
5

10
0
7565
.6

13
0(
13
8)

125125

443.8
212.5 212.5

配管ボックス

ユ
ニ
ッ
ト

排水管 給水管

給湯管

（
15
0※
注
）

13
0(
13
8) 12
5

25

455(463)

背面

12
5

10
0
7565
.6

100150

443.8
212.5 212.5 配管ボックス

ユ
ニ
ッ
ト

■２ＤＳシンク専用ユニットの場合

■２Ｄ／３Ｄ／４Ｄシンク専用ユニットの場合

※図はＲタイプを示し、Ｌタイプは対称となりますが、
　給水・給湯の配置（左側：給湯、右側：給水）は変わ
　りません。
※注　（　）内寸法は、シャワー付水栓を取付ける場合
　　　を示す。

本体

取付板
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【パラレロシンク専用ユニットの場合】

取付・設置手順

・奥行８５０両面パラレロシンク専用ユニットの場合、
　および間口１３５０奥行１０００両面／片面パラレロ
　シンク専用ユニットの左側に食洗機がくる場合、取付
　板は使いやすい方へ取付けてください。
・間口１０５０奥行８５０片面パラレロシンク専用ユニ
　ットの場合、取付板がＦＩＸパネル側にくるように取
　付けてください。
・奥行８５０片面パラレロシンク専用ユニットの場合、
　取付板が扉側にくるように取付けてください。
・間口１２００奥行１０００／１２１０／１４１０両面
　パラレロシンク専用ユニットの場合、および間口
　１３５０奥行１０００両面／片面パラレロシンク専用
　ユニットの右側に食洗機がくる場合、取付板は扉に近
　い方へ取付けてください。
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取付・設置手順

※当図は左シンク仕様を示し、右シンク仕様は対象とする。
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■QーＬＡＮＤ用パラレロシンクユニット



取付・設置手順

食洗機用排水管配管ボックス

給湯管給水管

給湯管

給水管

配管ボックス

給湯管給水管

給湯管
配管カバー
給水管

配管カバー
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■QーＬＡＮＤ用パラレロシンクユニット ■QーＬＡＮＤ用パラレロシンクユニットの
　対面にミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナ
　イ食洗機がくる場合（Ｑ-ＬＡＮＤの側面
　側から食洗機を入れた場合）

※当図は左シンク仕様を示し、右シンク仕様は
　対象とする。

※当図は左シンク仕様を示し、右シンク仕様は
　対象とする。
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給水管・給湯管の納まり図
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給湯管 給水管

給湯管給水管
排水管

給湯管 給水管

給湯管給水管
排水管

配管ボックス

■奥行８５０両面／片面パラレロシンク専用ユニットの場合
■間口１０５０奥行８５０両面パラレロシンク専用ユニットの場合
■間口１０５０奥行８５０片面パラレロシンク専用ユニットの左側にミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ
　食洗機がくる場合
■奥行１０００、１２１０、１４１０両面パラレロ
　シンク専用ユニットの左側にミーレ／
　ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機がくる場合

■間口１０５０奥行８５０片面パラレロシンク
　専用ユニットの右側にミーレ／
　ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機がくる場合

■奥行１０００、１２１０／、１４１０両面パラレロ
　シンク専用ユニットの右側にミーレ／
　ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機がくる場合
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取付・設置手順
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配管ボックス

給湯管給水管

給湯管

給水管

配管カバー

■QーＬＡＮＤ用パラレロシンクユニット
　正面側のＩＨの下に食洗機を入れた場合
　※GAGGENAU_IH+食洗機

※当図は左シンク仕様を示し、右シンク仕様は
　対象とする。
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【アイランドタイプ、
　ペニンシュラタイプの場合】

■ステンレス配管カバーを３個
　使用した場合の取付け例

＋バインド小ネジ
　　　Ｍ４×１２

本体

取付板
１．取付板を給水給湯管、排水管、ガス管位置に両面テープ（市販品）
　　または、ネジ（市販品）にて床面に固定します。
２．本体に＋バインド小ネジＭ４×１２を２ヶ所取付けます。
　　その際締め切らず、１．５ｍｍ程度開けた状態にします。
３．本体を給水給湯管、排水管、ガス管に覆い被せます。
４．本体を狭めながら、取付ネジ（＋バインド小ネジ）を取付板の長穴
　　に差し込んで固定します。
※　ガタつきが大きい場合は、取付ネジを締め付けて固定してください。
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給湯管 給水管

排水管

ステンレス
配管カバー

ユ
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本体

取付板
排水管

給水給湯管

取付・設置手順

１３　ステンレス配管カバーの取付け

45
5

【配管スペース付き加熱機器ユニットの場合】 納まり図

シンクユニット側

配管ボックス100 25
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45
5

ユニット

給湯管

給水管
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1200

取付板の向き

※イラストはＳタイプを示す。

納まり図
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■２ＤＳシンク専用ユニットの場合

排水管 給水管

ステンレス
配管カバー

給湯管

12
5

15
0

■２Ｄ／３Ｄ／４Ｄシンク専用ユニットの場合

※図はＲタイプを示し、Ｌタイプは対称となりますが、
　給水・給湯の配置（左側：給湯、右側：給水）は変わ
　りません。
※注　（　）内寸法は、シャワー付水栓を取付ける場合
　　　を示す。
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【オンウォールタイプの場合】
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取付・設置手順
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取付板

排水管
給水給湯管

※イラストはＳタイプを示す。

納まり図
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■２ＤＳシンク専用ユニットの場合

■２Ｄ／３Ｄ／４Ｄシンク専用ユニットの場合

※図はＲタイプを示し、Ｌタイプは対称となりますが、
　給水・給湯の配置（左側：給湯、右側：給水）は変わ
　りません。
※注　（　）内寸法は、シャワー付水栓を取付ける場合
　　　を示す。
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【アイランドタイプ、
　ペニンシュラタイプの場合】

■ステンレス配管カバー２個と排水隠しカバーを使用した場合の取付け例
※MKOPS - HC150(100・200)BI2の場合、残りのステンレス配管カバー１個はガス管または配線
　などのカバーとして使用します。

取付・設置手順

１４　配管隠しカバーの取付け
・排水管の配管を行う前に、ユニット内部の
　排水目皿用穴より排水隠しカバーを差し込
　みます。

排水管

排水隠しカバー

ユニット背面
（背板面）

排水隠しカバー

ステンレス
配管カバー

※イラストはＳタイプを示す。
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■２ＤＳシンク専用ユニットの場合

排水管 給水管

排水隠し
カバー

ステンレス
配管カバー

給湯管

排水管
排水隠し
カバー

12
5

■２Ｄ／３Ｄ／４Ｄシンク専用ユニットの場合

※図はＲタイプを示し、Ｌタイプは対称となりますが、
　給水・給湯の配置（左側：給湯、右側：給水）は変わ
　りません。
※注　（　）内寸法は、シャワー付水栓を取付ける場合
　　　を示す。
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【オンウォールタイプの場合】

取付・設置手順

排水隠しカバー

ステンレス
配管カバー

※イラストはＳタイプを示す。
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納まり図
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■２ＤＳシンク専用ユニットの場合

■２Ｄ／３Ｄ／４Ｄシンク専用ユニットの場合

※図はＲタイプを示し、Ｌタイプは対称となりますが、
　給水・給湯の配置（左側：給湯、右側：給水）は変わ
　りません。
※注　（　）内寸法は、シャワー付水栓を取付ける場合
　　　を示す。
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取付・設置手順

１５　壁面固定用スペーサーの取付け
　　　（トップ奥行７５５　オンウォールタイプの場合のみ）
・壁面固定用スペーサー（２４ｍｍ）にφ４．５の穴
　（各２ヶ所）をあけ、各ユニット取付位置の壁面に
　取付けます。
　壁面の指定位置に＋ハイロラッパネジ４．２×４２
　（各２本）にて固定します。

25 25CL

0
20

■間口３００～１２００ユニット

CL
■間口１５０ユニット

壁面固定用スぺーサー取付位置［正面図］

※間口１２００ユニットの
　場合のみ

例：間口１２００ユニット２台の場合
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※
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25 25
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20

■食洗機ユニット
15
0

72
0

72
0

壁面固定用スぺーサー
（２４ｍｍ） ＋ハイロラッパネジ

　　　４．２×４２

0 0
(1
00
※
)

(2
00
)

(1
00
※
)

(2
00
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの場合のみ。

壁面固定用スペーサー固定位置

2525

CL
φ４．５穴
（２ヶ所）
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取付・設置手順

１６　ユニットの取付け

１　ユニットの設置
・ＩＮＯ　ＡＦの上にユニットを設置します。
　ユニット底板下面に補助脚を取付けてある場合は、転倒防止部品に差し込みながら設置します。
※どちらか壁になる場合は、あらかじめ壁側のユニットにサイドパネルを取付けておきます。
　（「フロアユニット用サイドパネルの取付け」を参照ください。）
　その後、壁側のユニットから設置します。
※ケーキカット型ユニットがある場合は、ケーキカット型ユニットから設置します。

転倒防止部品

※イラストはＳタイプを示す。

補助脚

加熱機器ユニット

シンクユニット

ＩＮＯ　ＡＦ

ケーキカット型ユニット
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80 〃 〃 80

80
62

取付・設置手順

■アイランド開き扉ユニット
　以外のユニット
■奥行８５０片面ユニット
■奥行８５０
　片面パラレロシンク専用ユニット

■奥行８５０両面ユニット
■奥行８５０
　両面パラレロシンク専用ユニット

ユニット連結位置［側面図］

80

80
62

57

■アイランド
　開き扉ユニット

80

50
32

・隣接するユニットどうしを連結します。
　ユニット内側より側板の指定位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャーを
　通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
※ケーキカット型ユニット、オープンユニットがある場合は、隣接するユニット側から連結します。
※Ｇシンク専用ユニットがある場合は、Ｇシンク専用ユニット側から連結します。
・Ｇシンク専用ユニット内側より背板の指定位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３２に
　ワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。

２　ユニットの連結 Ａ部

Ａ部詳細図

※パラレロシンク専用ユニット（間口１０５０
　パラレロシンク専用ユニットを除く）の場合、
　ユニットを連結する前にユニット中央に取付
　いている補強桟を取り外してください。
　補強桟両端に取付いているＬ金具より＋バイ
　ンドタッピンネジ４．０×１６を外し、補強
　桟を取り外します。
　取り外した補強桟と＋バインドタッピンネジ
　４．０×１６は破棄してください。
　補強桟を取り外し後、補強桟を固定していた
　Ｌ金具は取付穴を上に向けてください。
　（トップを固定するため。）

Ｌ金具

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

補強桟

補強桟

※パラレロシンク専用
　ユニットの場合のみ

パラレロシンク専用
ユニット

〃 〃

※パラレロシンク専用
　ユニットの場合のみ

48



取付・設置手順

＋ナゲシネジ３．８×３２

Ａ部詳細図

ヘッドキャップカバー ワッシャー

ＩＮＯ　ＡＦ

＋ナゲシネジ３．８×３２

ワッシャー

ヘッドキャップカバー

Ａ部

例：Ｉ－ＬＡＮＤの場合

加熱機器ユニット

シンクユニット

80 8080

705 505／705

80

80
62

80 80 80

80
62

■奥行１０００
　両面パラレロシンク専用ユニット

■奥行８５０
　ガゲナウ４００シリーズ専用ユニット

■奥行１２１０、１４１０
　両面パラレロシンク専用ユニット

705 295
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中央に桟がある場合は桟より
３０mm程どちらかにずらし
て穴をあけてください



取付・設置手順

・Ｃ－ＬＡＮＤ、ＣＤ－ＬＡＮＤの場合（奥行８５０両面／片面ユニット、両面／片面パラレロシン
　ク専用ユニットを除く）、背面のユニットどうしを連結します。
　ユニット内側より背板の指定位置にφ４．２～φ４．５の下穴をあけ、＋ハイロラッパネジ４．２
　×４２にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
　背面のユニット内側より先ほど連結した位置からずらしてφ４．２～φ４．５の下穴をあけ、＋ハ
　イロラッパネジ４．２×４２にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
※アイランド開き扉ユニットの場合は、背面スペーサー（４０ｍｍ）のセンターで背面のユニット側
　からのみ固定します。
・アイランド開き扉ユニットの場合、背面のユニ
　ット内側より背板の指定位置にφ４の下穴をあ
　け、＋ナゲシネジ３．８×３８にワッシャーを
　通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付け
　ます。
※食洗機ユニットおよびオーブンレンジユニット
　の場合は、食洗機ユニットおよびオーブンレン
　ジユニットの背面のユニット側からのみ固定し
　ます。
・食洗機ユニットおよびオーブンレンジユニット
　の場合、背面のユニット内側より背板の指定位
　置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×
　３２にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャ
　ップカバーを取付けます。
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25
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6262 62

ユニット連結位置［正面図］

■間口３００～９００ユニット ■間口１２００ユニット

25
62

62 545 545160 62

■Ｇシンク専用シンクユニット
　（※背面にユニットがくる場合のみ固定）

CL CL

■間口１５０ユニット

25
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32 32

背面のユニット連結位置［正面図］

■間口３００～９００ユニット

25
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32 30 32

■間口１２００ユニット
CL

■間口１５０ユニット

27

50



取付・設置手順

Ｂ部詳細図

Ｂ部

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ（０１または０４タイプ）の場合

加熱機器ユニット

※加熱機器ユニット側からの連結のイラスト
　は省略してあります。

＋ナゲシネジ３．８×３２

ワッシャー

ヘッドキャップカバー
配管スペース付き
加熱機器ユニット

シンクユニット

配管スペース

Ａ部詳細図

＋ナゲシネジ３．８×３２

ワッシャーヘッドキャップカバー ヘッドキャップカバー ワッシャー

＋ハイロラッパネジ４．２×４２
食洗機ユニットの場合：＋ナゲシネジ３．８×３２

Ａ部

例：配管スペース付き加熱機器ユニットの場合

※配管スペース付き加熱機器ユニット
　がある場合は、配管スペース側をシ
　ンクユニットに隣接して、シンクユ
　ニット側から連結します。
　　
・シンクユニット内側より側板の指定
　位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシ
　ネジ３．８×３２にワッシャーを通
　して固定し、ヘッドキャップカバー
　を取付けます。

ヘッドキャップカバー

＋ナゲシネジ３．８×３２
ワッシャー

ヘッドキャップカバー

＋ハイロラッパネジ４．２×４２

ワッシャー
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Ｂ部

取付・設置手順

＋ナゲシネジ３．８×３２ ＋ハイロラッパネジ４．２×４２

Ａ部詳細図

ヘッドキャップカバー ワッシャー

Ｂ部詳細図

ヘッドキャップカバー ワッシャー

25
62

62

900 900

1200 600

（アイランド開き扉ユニット）（アイランド開き扉ユニット）

（キッチンユニット） （キッチンユニット）

62

■背面にアイランド開き扉ユニットがくる場合
　例：キッチンユニット　　　　　間口１２００ｍｍ＋６００ｍｍ
　　　アイランド開き扉ユニット　間口　９００ｍｍ＋９００ｍｍ

CL CL

〃〃〃〃〃〃 〃〃

Ａ部
アイランド開き扉ユニット

背面スぺーサー（４０ｍｍ）

背面スぺーサー（４０ｍｍ）
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・補助脚の残りの穴から＋サラタッピンネジ４．０×１６（２本）にて固定します。
・補助脚のアジャスト部分を回して、レベルを調整します。
　　■調整範囲　－０～＋１０ｍｍ
・補助脚の固定穴（Ｓタイプの場合２ヶ所、Ｃタイプの場合１ヶ所）から六角穴止めネジ（棒先）に
　て固定します。

３　補助脚のレベル調整、固定

取付・設置手順

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定Ａ部　ネジ固定

六角穴止めネジ
　　　（棒先）

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

固定穴アジャスト部分

Ａ部

※イラストはＳタイプを示す。

■Ｓタイプの場合

■Ｃタイプの場合

アジャスト部分

六角穴止めネジ
　　　（棒先）

固定穴

Ａ部　レベル調整 Ａ部　固定Ａ部　ネジ固定

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×１６

補助脚

補助脚
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取付・設置手順

４　ユニットの固定
・ユニットをＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーに固定します。
　ユニット外面とＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサー外面を揃えて、ユニット内側より底板の指定位置に
　φ３の下穴をあけ、＋サラタッピンネジ４．０×３０にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャッ
　プカバーを取付けます。
※背面にユニットがくる場合は、前面のみ固定します。

52【72】 52【72】

間口４５０ユニット
※奥行８５０
　片面ユニット含む

間口１５０・
　　３００
ユニット
※奥行８５０
　片面ユニット
　含む

CL 52 230 230 52

間口６００ユニット
※奥行８５０
　片面ユニット含む
※間口６００
　食洗機加熱機器ユニット
　（仕切板なし）含む

間口７５０（９００）ユニット
※奥行８５０
　片面ユニット含む

52180 250 180
(230) (300) (230)

52

間口１０５０（１２００）ユニット
※奥行８５０　片面ユニット含む
間口１０５０（１２００）［１３５０］
片面パラレロシンク専用ユニット

30
〈
90
〉

30
〈
90
〉

30
〈
90
〉

30
〈
90
〉

30
〈
90
〉

Ｇシンク専用ユニット

52185 300 300 300 18552

15
30

ユニット固定位置［平面図］

※〈　〉内寸法は、奥行４０５、６２５ユニットの場合を示す。
※【　】内寸法は、スライドバスケットユニットの場合を示す。

15

15151515

52 225 230 230 225
(230) (300) (300) (230)
[300] [305] [305] [300]

52
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取付・設置手順

52【72】 52【72】

間口４５０　奥行８５０
両面ユニット

間口１５０・
　　３００
奥行８５０
両面ユニット

CL 52 230 230 52

間口６００　奥行８５０
両面ユニット

間口７５０（９００）　奥行８５０
両面ユニット

52180 250 180
(230) (300) (230)

52

間口１０５０（１２００）　奥行８５０
両面ユニット
間口１０５０（１２００）［１３５０］
両面パラレロシンク専用ユニット

30
30

30
30 30

30

30
30

30
30

※背面にユニットがくる場合
　キッチンの端にくるユニットの
　端側の背面角を固定します
（ＩＮＯ　ＡＦがある場合は不要）

15

15

背面

■食洗機ユニット

30 30

間口４５０タイプ 間口６００タイプ

52 230 230 5252 52

15 15

■共通

52 225 230 230 225
(230) (300) (300) (230)
[300] [305] [305] [300]

52

55

※【　】内寸法は、スライドバスケットユニットの場合を示す。



取付・設置手順

引出しタイプ、開き扉タイプ スペーサータイプ

■ケーキカット型ユニット

30

52

52

70 70

30
30

52 300 70

52 52

30

間口４５０タイプ

■アイランド開き扉ユニット

■食洗機加熱機器ユニット

52 230 230 52

30

間口６００タイプ

間口９００タイプ

52 230 300 230 52

30

間口１２００タイプ

52 230 300 300 230 52

30

52 52

間口４５０タイプ
※奥行８５０片面ユニット
　含む

30
15

52 230 230 52

間口６００タイプ
（仕切板なしを除く）
※奥行８５０片面ユニット
　含む

30
15

52 52CL

仕切板

52180 180250 52 52180 180250 52

間口７５０タイプ
（間口３００引出し付き）
※奥行８５０片面ユニット含む

30
15

5252 5252

仕切板

間口７５０タイプ
（間口１５０引出し付き）
※奥行８５０片面ユニット含む

30
15

CL

仕切板

52 230 230 52
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取付・設置手順

52 230 300 300 230 5252 230 300 300 230 52

15
30

例：Ｉ－ＬＡＮＤの場合

Ａ部詳細図

側板

高さスペーサー

ユニット

Ａ部
ＩＮＯ　ＡＦ

※イラストはＳタイプを示す。

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×３０

ワッシャー

ヘッドキャップカバー
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側板Ａ部

取付・設置手順

Ａ部詳細図

高さスペーサー

ユニット

間口
３００
ユニット

間口
３００
ユニット

間口１２００
ユニット

Ｇシンク専用
ユニット

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ（０１または０４タイプ）の場合

52 230 300 300 230 52

15
30 52
18
5

30
0

30
0

30
0

18
5
52

15 30

15
15

15

15

〃〃

〃〃

30

30

＋サラタッピンネジ
　　　４．０×３０

ワッシャー

ヘッドキャップカバー

※イラストはＳタイプを示す。

ＩＮＯ　ＡＦ
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取付・設置手順

Ｇシンク専用
ユニットすき間スペーサー

・Ｇシンク専用ユニットの背面にミーレ／ＡＥＧ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機がくる場合、
　ユニット背面の側板木口に合わせて、ユニットの高さ分のみ、すき間スペーサーを貼り付けます。
　すき間スペーサーの片面に両面テープ（市販品）を貼り、はく離紙を剥がして貼り付けます。　

すき間スペーサー取付位置［背面図］

すき間スペーサー

Ｇシンク専用
ユニット

１７　すき間スペーサーの取付け
　　　（Ｃ－ＬＡＮＤ（Ｄ１２６０ｍｍ、Ｄ１４６０ｍｍ）、
　　　　ＣＤ－ＬＡＮＤ（Ｄ１２６０ｍｍ、Ｄ１４６０ｍｍ）
　　　　Ｍ加工・ＭＣ加工（ミーレ／ＡＥＧ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／
　　　　リンナイ食洗機）の場合のみ）
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取付・設置手順

１８　すき間スペーサー（背面用）、Ｌ金具の取付け
　　　（食洗機ユニットの場合のみ）

食洗機ユニット

Ｌ金具

■食洗機ユニットの背面に
　ＦＩＸパネルがくる場合

■食洗機ユニットの背面に
　壁がくる場合

・食洗機ユニット側板後側の上部にすき間スぺーサー（背面用）を取付けます。
　化粧面が外側にくるように、すき間スぺーサー（背面用）のＬ金具から＋バインドタッピンネジ
　４．０×１６にて固定します。
※食洗機ユニットの背面にユニット、または壁がくる場合は、すき間スペーサー（背面用）は不要で
　す。
・食洗機ユニットの側板後側の指定位置に＋バインドタッピンネジ４．０×１２にてＬ金具を２個取
　付けます。
　食洗機ユニットの背面にＦＩＸパネルがくる場合は、側板より２．５ｍｍ出るように取付けます。
　食洗機ユニットの背面に壁がくる場合は、側板に揃えて取付けます。
※食洗機ユニットの背面にユニットがくる場合は、Ｌ金具は不要です。

140 60

側板

すき間スペーサー（背面用）納まり断面図
Ｌ金具取付位置［側面図］

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１２

すき間スペーサー
　　　（背面用）

11.52.5

60

32

側板

200
すき間スペーサー
　　　（背面用）

Ｌ金具 Ｌ金具

Ｌ金具

18
14

0

化
粧
面

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６
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取付・設置手順

１９　背面横桟の取付け
　　　【アイランドタイプ、ペニンシュラタイプ
　　　　Ｍ加工（ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機）・
　　　　Ｏ加工（オーブン）の場合】

・ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機またはオーブンの背面にＦＩＸパネルまたはＦＩＸパ
　ネル点検口を取付ける場合、隣接するユニット側板（Ｇシンク専用ユニットの場合は背板桟）の上
　部と下部に背面横桟を取付けます。
　背面横桟のＬ金具から＋バインドタッピンネジ４．０×１６にて固定します。

背面横桟

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

【Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｅｌｅｍｅｎｔ
　　　　ユニットタイプ（食洗機）の場合】

・ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機を設置する場合、隣接するユニット側板の上部と下部
　に背面横桟を取付けます。
　背面横桟のＬ金具から＋バインドタッピンネジ４．０×１６にて固定します。
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■Ｇシンク専用ユニット

705

高さスペーサー
（ＩＮＯ　ＡＦ）

1410

Ｌ金具

Ｌ金具
30

30

13
31

13
11

背板桟
（Ｇシンク　　
　　専用ユニット）

取付・設置手順

背面横桟取付位置［側面図］

■奥行７０５ユニット
■奥行８５０片面ユニット
■奥行８５０片面パラレロシンク専用ユニット
■Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｅｌｅｍｅｎｔ
　　　　　　ユニットタイプ（食洗機）

■奥行１２１０、１４１０両面パラレロシンク専用ユニット

Ｌ金具

Ｌ金具

Ｌ金具

Ｌ金具

背面横桟

背面横桟

高さスペーサー
（ＩＮＯ　ＡＦ）

高さスペーサー
（ＩＮＯ　ＡＦ）

30

30

13
11

13
11

30

30

13
11

13
11

705
1210／1410

側板
（隣接ユニット）

側板
（両面パラレロシンク
　専用ユニット）

背面横桟
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取付・設置手順

２０　スリット化粧板の取付け（ユニット下部）

・出隅側は間口方向のスリット化粧板が前面にくるように
　取付けます。（上図参照）

５．

・間口方向のスリット化粧板に関して、出隅側の両面テー
　プを２～４ｍｍ程度はがします。

３．

・カット面をヤスリ等で平らにし、黒色等で塗装します。

４．

１．

・スリット化粧板の表面にカッターで３回程傷をつけます。 ※表面側が谷折になるように折り曲げます。

２．

　例：ＣＤ－ＬＡＮＤ（０１または０４タイプ）の場合

 … 間口方向
 … 奥行方向

※各タイプの取付手順は次頁を参照のこと。

■スリット化粧板のカット例および取付方法
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取付・設置手順

【アイランドタイプの場合】
※スリット化粧板を取付ける前に、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーの表面をきれいに拭き取ってくだ
　さい。
・スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口とユニット奥行に合わせてカットします。
・ＩＮＯ　ＡＦとユニット下部の全周にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーのコーナーから
　下端を合わせて貼り付けます。（Ａ部詳細図）
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

ユニット

Ａ部

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ユニット
Ａ部詳細図

側板

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ＩＮＯ　ＡＦ

※ＭＣ加工の場合、ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機の背面にくるユニット側面は、フロ
　アユニット用サイドパネルを取付け後にスリット化粧板を貼り付けます。

64



取付・設置手順

【ペニンシュラタイプの場合】
※スリット化粧板を取付ける前に、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーの表面をきれいに拭き取ってくだ
　さい。
・スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口＋２０ｍｍとユニット奥行（オープン側のみ）に合わ
　せてカットします。
・ＩＮＯ　ＡＦとユニット下部の３方（前面、背面、オープン側の側面）にスリット化粧板を取付け
　ます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、オープン側のＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーの
　コーナーから下端を合わせて貼り付けます。（Ａ部詳細図）
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

側板

Ａ部

 Ｂ部

側板20

Ａ部詳細図 Ｂ部詳細図

壁接地面

ユニット

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ＩＮＯ　ＡＦ

ユニット

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ＩＮＯ　ＡＦ

ユニット
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取付・設置手順

【オンウォールタイプの場合】
※スリット化粧板を取付ける前に、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーの表面をきれいに拭き取ってくだ
　さい。
・奥行７０５ユニットの場合、スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口とユニット奥行＋２５
　ｍｍに合わせてカットします。
　奥行４０５、６２５ユニットの場合、スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口とユニット奥行
　に合わせてカットします。
・ＩＮＯ　ＡＦとユニット下部の３方（前面、左右側面）にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーのコーナーから
　下端を合わせて貼り付けます。（Ａ部詳細図）
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

Ａ部詳細図

側板

ユニット

Ａ部

※１８ページ参照

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ユニット

ＩＮＯ　ＡＦ
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※スリット化粧板を取付ける前に、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーの表面をきれいに拭き取ってくだ
　さい。
・スリット化粧板（２５ｍｍ）をオープンユニットを除くキッチン間口とユニット奥行に合わせてカ
　ットします。
・ＩＮＯ　ＡＦとオープンユニットを除くユニット下部の２方（前面、オープンユニットと反対側の
　側面）にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーのコーナーから
　下端を合わせて貼り付けます。
　ユニット下部前面はオープンユニットに隣接するユニットの側板まで貼り付けます。（Ａ部詳細図）
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

取付・設置手順

【オープンユニットの場合】

オープンユニット側板

Ａ部詳細図

オープンユニット

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ＩＮＯ　ＡＦ

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

Ａ部

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）



取付・設置手順

【対面側がカウンター（フレームカウンターを除く）になる場合】
※スリット化粧板を取付ける前に、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーの表面をきれいに拭き取ってくだ
　さい。
・スリット化粧板（１０ｍｍ）をキッチン間口に合わせてカットします。
・ユニット背面上部にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、ユニットのコーナーから上端を合わせて貼り付
　けます。（Ａ部詳細図）
・スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口とユニット奥行に合わせてカットします。
・ＩＮＯ　ＡＦとユニット下部の全周にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーのコーナーから
　下端を合わせて貼り付けます。
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

Ａ部

ユニット

Ａ部詳細図

側板

背板

ユニット

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（１０ｍｍ）

スリット化粧板
　（１０ｍｍ）
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取付・設置手順

【ＣＤ－ＬＡＮＤの場合】
※スリット化粧板を取付ける前に、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーの表面をきれいに拭き取ってくだ
　さい。
・スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口とユニット奥行に合わせてカットします。
・ＩＮＯ　ＡＦとユニット下部の全周にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーのコーナーから
　下端を合わせて貼り付けます。
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ（０１または０４タイプ）の場合

５

１

４

２
スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

３

６

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）
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取付・設置手順

間口
３００
ユニット

間口
３００
ユニット

間口１２００
ユニット

Ｇシンク専用
ユニット

Ａ部

Ｂ部 Ｃ部

Ｄ部 Ｅ部

Ｅ部
Ａ部

Ｂ部 Ｃ部

Ｄ部 Ｅ部

１

５

２

３

4

６

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ（０１または０４タイプ）の場合
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取付・設置手順

・ユニット背面下部の指定位置にスぺーサー（１８ｍｍ）を両面テープにて仮止めします。
　その上からスぺーサー（２．５ｍｍ）を両面テープにて仮止めします。
・ユニット背面上部の指定位置にスぺーサー（２．５ｍｍ）を両面テープにて仮止めします。
※ユニット背面下部に背板桟がある場合は、スぺーサー（２．５ｍｍ）のみ仮止めします。
※食洗機ユニット、オーブンレンジユニット、ケーキカット型ユニット（スペーサータイプ）の場合
　は、スぺーサー（２．５ｍｍ）のみ仮止めします。
※ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機、オーブンの背面に背面横桟がある場合は、スぺーサー
　（２．５ｍｍ）のみ仮止めします。
※Ｇシンク専用ユニットの場合は、スペーサー（１８ｍｍ、２．５ｍｍ）は不要です。
※ユニットの背面にモザイクフロントパネルがくる場合は、スぺーサー（２．５ｍｍ）は不要です。
※スぺーサーの取付位置は、基本的には下記の位置ですが、ＦＩＸパネルの間口によって異なります。
　ＦＩＸパネルの四隅と中央あたりにくるように取付けます。
※ベネツィアの場合は、サイドパネルから取付けます。

注）プラグインの場合は、スペーサー（２．５mm）を２枚重ねて、両面テープにて仮止めします。

18 CL 18

■間口３００～１２００ユニット

18 18
0

■食洗機ユニット

■ケーキカット型ユニット
　（スペーサータイプ）

■ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ
　／リンナイ食洗機、
　オーブン背面の背面横桟

スぺーサー取付位置［背面図］

・・・　スぺーサー（２．５ｍｍ）のみ
（※プラグインの場合は２．５ｍｍ×２）

・・・　スぺーサー（１８ｍｍ）＋（２．５ｍｍ）
（※プラグインの場合は１８mm＋２．５ｍｍ×２）

※間口１０５０、１２００
　ユニットの場合のみ

CL

24
18

24 24
18

24
18

24
18

■間口１５０
　ユニット

補強板

CL

0

■オーブンレンジユニット

２１　ＦＩＸパネルの取付け
　　　（アイランドタイプ、ペニンシュラタイプの場合のみ）
１　スペーサーの取付け

18 1818 18

背面横桟
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取付・設置手順

加熱機器ユニット

スぺーサー（２．５ｍｍ）

スぺーサー
（２．５ｍｍ）のみ

スぺーサー
（２．５ｍｍ）

スぺーサー（１８ｍｍ）

背板桟

例：キッチン間口２４００　ＦＩＸパネル１枚タイプの場合

シンクユニット

・キッチン背面にＦＩＸパネルを取付けます。
　ユニット内側より背板の指定位置にφ４．２～φ４．５の下穴をあけ、＋ハイロラッパネジ４．２
　×４２にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
　食洗機ユニットの場合、上部はＬ金具より＋バインドタッピンネジ４．０×１６にて固定します。
　下部はユニット内側より背板の指定位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシ
　ャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
　オーブンレンジユニットの場合、ユニット内側より背板の指定位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシ
　ネジ３．８×３８にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
　ケーキカット型ユニット（スペーサータイプ）の場合、ユニット内側より補強板の指定位置にφ４
　の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３８にワッシーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取
　付けます。
　ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機、オーブンの背面に背面横桟がある場合、内側より背
　面横桟の指定位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３８にワッシャーを通して固定し、
　ヘッドキャップカバーを取付けます。
　モザイクフロントパネルの場合、ユニット内側より背板の指定位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシ
　ネジ３．８×３８にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
※ＦＩＸパネルが分割する場合、隣り合うＦＩＸパネル間の目地は０ｍｍになるように取付けてくだ
　さい。

２　ＦＩＸパネルの取付け
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取付・設置手順
35

62

32 32 32

2.5（側板からＦＩＸパネルまで）2.5（側板からＦＩＸパネルまで） （
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
ま
で
）

例：キッチン間口２４００　ＦＩＸパネル１枚タイプの場合

ＦＩＸパネル固定位置［背面図］

ユニット

ＦＩＸパネル

35
62

32 3232 32

2.5（側板からＦＩＸパネルまで）2.5（側板からＦＩＸパネルまで）
0（ＦＩＸパネル間）

（
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
ま
で
）

例：キッチン間口２４００　ＦＩＸパネル２枚タイプの場合
ユニット
ＦＩＸパネル
CL CL

35
35

50

2.5（側板からＦＩＸパネルまで）

ＦＩＸパネル

例：ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ
　　食洗機、オーブン背面の背面横桟の場合

背面横桟

（
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
ま
で
）

2.5（側板からＦＩＸパネルまで）

ＦＩＸパネル

（
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
ま
で
）

例：オーブンレンジユニット

16
35

32

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。
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取付・設置手順
35

62

32 CL 32 32

2.5（側板からＦＩＸパネルまで）2.5（側板からＦＩＸパネルまで）
0

（ＦＩＸパネル間）

（
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
ま
で
）

35
62

32 CL

2.5（側板からＦＩＸパネルまで）

32

（
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
ま
で
）

2.5（側板からＦＩＸパネルまで）

3030

14
14

60

ＦＩＸパネル連結用スペーサー固定位置

＋トラスタッピンネジ
　　　３．５×１２

ＦＩＸパネル
連結部

ＦＩＸパネル連結スペーサー
　　　　　（２．５ｍｍ）

例：キッチン間口２４００（食洗機付き）　ＦＩＸパネル１枚タイプの場合

例：キッチン間口２７００（食洗機付き）　ＦＩＸパネル２枚タイプの場合

Ｌ金具
＋バインドタッピンネジ
　　　　４．０×１６

Ｌ金具
＋バインドタッピンネジ
　　　　４．０×１６

5050

60

ユニット
ＦＩＸパネル

ユニット
ＦＩＸパネル

62 62

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]
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取付・設置手順
35

62

32 CL 325050 32

2.5（側板からＦＩＸパネルまで）2.5（側板からＦＩＸパネルまで）
0（ＦＩＸパネル間）

（
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
ま
で
）

例：キッチン間口２７００　ＦＩＸパネル２枚タイプの場合

ヘッドキャップカバー

ワッシャー

Ａ部詳細図

例：キッチン間口２４００　ＦＩＸパネル１枚タイプの場合

ユニット
ＦＩＸパネル

Ａ部

ＦＩＸパネル

＋ハイロラッパネジ４．２×４２
食洗機ユニットの場合　　　　：＋ナゲシネジ３．８×３２
ケーキカット型ユニット（スペーサータイプ）、背面横桟、
モザイクフロントパネルの場合：＋ナゲシネジ３．８×３８

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。
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取付・設置手順
35

62

50

例：ケーキカット型ユニット（スペーサータイプ）の場合

32

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

2.5（側板からＦＩＸパネルまで） （
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
ま
で
）

CL

5（ＦＩＸパネル間）

補強板

Ａ部

ＦＩＸパネル

ケーキカット型ユニット
　（スペーサータイプ）

ケーキカット型ユニット
　（スペーサータイプ）

ＦＩＸパネル

ヘッドキャップカバー

ワッシャー

Ａ部詳細図

＋ハイロラッパネジ４．２×４２
食洗機ユニットの場合　　　　：＋ナゲシネジ３．８×３２
ケーキカット型ユニット（スペーサータイプ）、背面横桟、
モザイクフロントパネルの場合：＋ナゲシネジ３．８×３８

※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。
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取付・設置手順

32 32

例：ベネツィア　間口６２０ケーキカット型ユニット（スペーサータイプ）の場合

152110

10
11

2.5 （
側
板
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル
お
よ
び

　
Ｌ
型
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

CL

2.5
（Ｌ型サイドパネルと
　ＦＩＸパネルの間）

（ＦＩＸパネル間）

ヘッドキャップカバーＡ部詳細図

＋ハイロラッパネジ４．２×４２
食洗機ユニットの場合：＋ナゲシネジ３．８×３２
背面横桟の場合　　　：＋ナゲシネジ３．８×３８

間口６２０ケーキカット型ユニット
　　　　　（スペーサータイプ） ＦＩＸパネル

Ｌ型サイドパネル

ワッシャー

ＦＩＸパネル

Ｌ型サイドパネル

Ａ部

間口６２０ケーキカット型ユニット
　　　　　（スペーサータイプ）

35
62
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取付・設置手順

例：Ｉ－ＬＡＮＤ、ＣＤ－ＬＡＮＤ　０２／０３　対面側が全てＦＩＸパネルの場合

パネル納まり図［平面図］（ベネツィアの場合）

例：Ｉ－ＬＡＮＤ、ＣＤ－ＬＡＮＤ　０２　対面側に引出しユニットとＦＩＸパネルがくる場合

2.5

2.5

2.5

2.5 2.5

2.5

5 5

サイドパネル

Ｌ型サイドパネル

Ｌ型サイドパネル

Ｌ型サイドパネルＦＩＸパネル

ＦＩＸパネル

ＦＩＸパネル

サイドパネル

サイドパネル

サイドパネル

ＦＩＸパネル ＦＩＸパネル

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ　０１／０４の場合
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取付・設置手順

例：Ｖ－ＬＡＮＤ
　　ケーキカット型ユニット（引出しタイプ）を設置し、
　　対面側が全てＦＩＸパネルの場合

2.5 2.5

2.5 5Ｌ型サイドパネル

Ｌ型サイドパネル

ＦＩＸパネル

ＦＩＸパネル

例：Ｖ－ＬＡＮＤ
　　ケーキカット型ユニット（スペーサータイプ）を設置し、
　　対面側が全てＦＩＸパネルの場合

ケーキカット型
ユニット
（引出しタイプ）

ケーキカット型
ユニット
（スペーサータイプ）

Ｌ型サイドパネル

Ｌ型サイドパネル

ＦＩＸパネル

ＦＩＸパネル

※Ｖ－ＬＡＮＤで対面側に引出しユニットとＦＩＸパネルがくる場合は、前頁のＩ－ＬＡＮＤ、
　ＣＤ－ＬＡＮＤ　０２を参照のこと。

2.5

5

2.5

2.5
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取付・設置手順

80

　２２　アイランドキッチン用スペーサー（Ｄ１４５）の取付け
　　　　（奥行きの異なるユニット（Ｄ８５０とＤ７０５）同士の
　　　　　化粧面を揃える場合のみ）

・アイランドキッチン用スペーサー背面の指定位置に、２．５mmスペーサーを両面テープで仮止め
　します。
２．５mmスペーサー取付位置［背面図］
■アイランドキッチン用スペーサー３連の場合
　（２連の場合は中央部のアイランドキッチン用スペーサー無し）

24
 

 1
8 

18  18 ２．５mm
スペーサー 24

 

 1
8 

アイランドキッチン用
スペーサー

■全面ユニット(D705)
　間口450、600、750

■全面ユニット(D705)
　間口900、1050、1200

穴あけ位置［側面図］

１　アイランドキッチン用スペーサーとＦＩＸパネルの固定

・アイランドキッチン用スペーサー背面の指定位置にΦ４の下穴を開け、＋ナゲシネジ３．８×３２
　にワッシャーを通し、ＦＩＸパネルに固定します。

ワッシャー

アイランドキッチン用
スペーサー

ＦＩＸパネル

＋ナゲシネジ３．８×３8

ＦＩＸパネルＦＩＸパネル

 7
20
 

 900/1050/1200 
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CL
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20
 

 450/600/750 
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0 

10
 

11
 

69
9 

10
 

11
 

69
9 

11
 

10
 

69
9 

11
 

72
0 

145
 

上

下



取付・設置手順

・スリット化粧板用スペーサーを、アイランドキッチン用スペーサーの間に連結出来るよう
　採寸してカットします。

・スリット化粧板用スペーサーの両端に、バインドタッピンネジφ４×１６でＬ金具を取付けます。

・Ｌ金具を取付けたスリット化粧板用スペーサーとアイランドキッチン用スペーサーを、バインド
　タッピンネジφ４×１６で連結します。
※スリット化粧板用スペーサーとアイランドキッチン用スペーサーは背面、天底を揃えて連結して
　ください。

スリット化粧板用スペーサー

81

バインドタッピンネジ
φ４×１６

Ｌ金具

18
20

バインドタッピンネジ
φ４×１６

アイランドキッチン用
スペーサー

スリット化粧板用
スペーサー

２　スリット化粧板用スペーサーの取付け

［平面図］

アイランドキッチン用
スペーサー

背面を揃える

天底を揃える

スリット化粧板用
スペーサー

14
5

150

スリット化粧板用
スペーサー



取付・設置手順

・前面ユニット（D7０５）の背面下部に１８mmスペーサーを両面テープで仮止めします。

82

１８mmスペーサー

181818 CL 181818

35181818

181818 181818

181818

・前面ユニット（D7０５）の背板の指定位置にΦ４の下穴を開け、＋ナゲシネジ３．８×３８にワッ
　シャーを通してアイランドキッチン用スペーサーを固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。

353535
626262

323232 3535 323232
CL

３　前面ユニット(D705)とアイランドキッチン用スペーサーの固定
353535

626262

323232 323232

■全面ユニット(D705)
　間口450、600、750

■全面ユニット(D705)
　間口900、1050、1200

１８mmスペーサー取付位置［背面図］

［正面図］
■全面ユニット(D705)
　間口450、600、750

■全面ユニット(D705)
　間口900、1050、1200

アイランドキッチン用
スペーサー

前面ユニット
（D705）

ワッシャーワッシャー

ヘッドキャップカバーヘッドキャップカバー
＋ナゲシネジ３．８×３8＋ナゲシネジ３．８×３8

850
 

850
 

145
 

＋ナゲシネジ３．８×３８

Ａ部詳細図
ヘッドキャップカバー ワッシャー

Ａ部



取付・設置手順

２３　ユニットの壁面固定
　　　（ペニンシュラタイプ、オンウォールタイプの場合のみ）

・ユニットを壁面に固定します。
　ユニット内側より側板の指定位置にφ４．２～φ４．５の下穴をあけ、＋ナゲシネジ４．２×６5
　にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。

壁面固定位置［側面図］

80

50
82

57

【ペニンシュラタイプの場合】

■アイランド開き扉ユニット

50

50
82

80 80

50
82

80 8080

705 505／705

80

50
82

80 80 80

50
82

■奥行８５０両面ユニット
■奥行８５０両面パラレロシンク専用ユニット

■奥行１０００
　両面パラレロシンク専用ユニット

■奥行１２１０、１４１０
　両面パラレロシンク専用ユニット

705 295

■アイランド開き扉ユニット以外のユニット
■奥行８５０片面ユニット
■奥行８５０片面パラレロシンク専用ユニット

〃 〃

※パラレロシンク専用
　ユニットの場合のみ

〃 〃

※パラレロシンク専用
　ユニットの場合のみ

83



取付・設置手順

＋ナゲシネジ４．２×６5

Ａ部詳細図

ヘッドキャップカバー ワッシャー

Ａ部

ヘッドキャップカバー

ワッシャー

＋ナゲシネジ４．２×６5

壁接地面

84



取付・設置手順

・ユニットを壁面に固定します。
　奥行７０５ユニットの場合、ユニット内側より背板の指定位置にφ４．２～
　φ４．５の下穴をあけ、＋ハイロラッパネジ４．２×４２にワッシャーを通
　して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
　食洗機ユニットの場合、上部はＬ金具より＋バインドタッピンネジ４．０×
　１６にて固定します。
　奥行４０５、６２５ユニットの場合、ユニット内側より背板の指定位置にφ
　４．２～φ４．５の下穴をあけ、＋ナゲシネジ４．２×６5にワッシャーを
　通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
※奥行４０５、６２５ユニットの場合は、上部のみ固定します。

25
62

CL

■間口１５０
　ユニット

【オンウォールタイプの場合】

25
62

62 62

壁面固定位置［正面図］

■間口３００～１２００ユニット

25
59
7

62 62

■オープンユニット

CL

※間口１２００ユニットの
　場合のみ

■食洗機ユニット

60
20

62 62

Ｌ金具

10 10

Ａ部

ヘッドキャップカバー

ワッシャー

間口７０５ユニットの場合　　　　：＋ハイロラッパネジ４．２×４２
間口４０５、６２５ユニットの場合：＋ナゲシネジ４．２×６5

Ａ部詳細図

85



取付・設置手順

２４　フロアユニット用サイドパネルの取付け
・Ｇシンク専用ユニットの場合、ユニット側板前面に合わせて、サイドパネルの高さ分のみノルシー
　ルを貼り、ユニット側板の指定位置にスペーサー（２．５ｍｍ）を両面テープにて仮止めします。
・ユニット側板にフロアユニット用サイドパネルを取付けます。
　ユニット内側より側板の指定位置にφ４の下穴をあけ、＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャーを
　通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
※ベネツィアの場合は、前頁を参照のこと。

■奥行７０５ユニット

フロアユニット用サイドパネル取付位置

ユニット側板

サイドパネル
（間口７５０）80

80
62

26
0

57

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）前面

■奥行４０５、６２５ユニット

ユニット側板

80

80
62

26
0

57

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）前面

サイドパネル
（間口４２８、６４８）

壁面に合わせて取付けます。
※プラグインの場合、壁面から４mm離して
　取付けます。

前後のチリが均等になるように取付けます。

■オープンユニット

オープンユニット側板

サイドパネル
（間口４２８、６４８）80

62
26
0

30
0

62

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）前面

壁面に合わせて取付けます。

■奥行７０５ユニット＋アイランド開き扉ユニット

ユニット側板
アイランド開き扉ユニット側板

サイドパネル
（間口１０４５）80

80
62

26
0

32
29
0

50

57 80

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

背面スペーサー

キッチン側のユニット扉面と対面側のアイランド開き扉
ユニット扉面のチリが均等になるように取付けます。

※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。
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取付・設置手順

■奥行５０５ユニット【ＣＤ－ＬＡＮＤ　０１／０４（Ｄ１２６０ｍｍ）テーブル入隅部分】
■奥行７０５ユニット【ＣＤ－ＬＡＮＤ　０１／０４（Ｄ１４６０ｍｍ）テーブル入隅部分】

ユニット側板

サイドパネル
（間口１２５５、１４５５）80

80
62

26
0

57

■奥行５０５ユニット＋奥行７０５ユニット（Ｄ１２６０ｍｍ）
■奥行７０５ユニット＋奥行７０５ユニット（Ｄ１４６０ｍｍ）

ユニット側板

サイドパネル
（間口５０３、７０３）80

80
62

26
0

57

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

ユニット扉面に合わせて取付けます。

■ＣＤ－ＬＡＮＤ　０１／０４（Ｄ１０５０ｍｍ）テーブル入隅部分

80

80

奥行１０００両面パラレロシンク専用ユニット側板
またはアイランド開き扉ユニット側板

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

62
26
0

サイドパネル
（間口２９３）

ユニット扉面に合わせて取付けます。

キッチン側のユニット扉面と対面側のユニット扉面のチリが均等になるように取付けます。

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

8057
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※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。
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■奥行８５０片面／両面ユニット
■奥行８５０片面パラレロシンク専用ユニット
■奥行８５０、１０００、１２１０、１４１０両面パラレロシンク専用ユニット

80 80

80
62

26
0

ユニット側板

サイドパネル
（間口８９５、１０４５、１２５５、１４５５）

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

前後のチリが均等になるように取付けます。

取付・設置手順

ユニット側板

サイドパネル
（間口７０３）80

80
62

57

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

Ｇシンク専用ユニット側面のサイドパネル面に合わせて取付けます。

■Ｇシンク専用ユニット背面

ユニット側板

ノルシール

80

80
62

26
0

57

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

■Ｇシンク専用ユニット側面

サイドパネル
（間口９１６）

スペーサー
（２．５ｍｍ）

スペーサー
（２．５ｍｍ）

前面

ユニット扉面に合わせて取付けます。

〃 〃

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。
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11
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5]

■パラレロコーナーユニット側面
ユニット扉面に2.5mm厚スペーサーで厚みを付けます。
ノルシールを前後に挟み2.5mm厚みを付けます。
奥行800以上の場合は、点線部分にもスペーサーを取付け
ます。

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]
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ユニット側板

サイドパネル
（間口５０３）80
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ノルシール



取付・設置手順

サイドパネル
（間口７５０）

＋ナゲシネジ３．８×３２

Ａ部詳細図
ヘッドキャップカバー ワッシャー

サイドパネル
（間口９１６）

Ａ部

ヘッドキャップカバー

ワッシャー
＋ナゲシネジ３．８×３２

ノルシール

スペーサー
（２．５ｍｍ）

Ｇシンク専用
ユニット

サイドパネル
（間口１０４５）

アイランド開き扉ユニット
Ａ部

ヘッドキャップカバー

ワッシャー

＋ナゲシネジ３．８×３２

例：Ｖ－ＬＡＮＤ　アイランド開き扉ユニットがくる場合

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ（０１または０４タイプ）の場合

サイドパネル
（間口７０３）

89



間口
３００
ユニット

間口
３００
ユニット

間口１２００
ユニット

Ａ部

Ｂ部 Ｃ部

Ｄ部 Ｅ部

Ｅ部

90

取付・設置手順

2.5

2.5

Ａ部

Ｂ部 Ｃ部

Ｄ部 Ｅ部

サイドパネル
（間口７５０）

ＦＩＸパネル
（間口１１９５）

サイドパネル
（間口７０３）

サイドパネル
（間口９１６）

サイドパネル
（間口９１６）

スペーサー
（２．５ｍｍ）

ノルシール

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ（０１または０４タイプ）の場合

Ｇシンク専用
ユニット



取付・設置手順

2.5

2.
5

E部

C部

5

Ａ部 G部

Ａ部

C部

D部

F部

スペーサー
（２．５ｍｍ）
スペーサー
（２．５ｍｍ）

スペーサー
（２．５ｍｍ）

ノルシール

例：Q-LANDプランの場合

例：Q-LANDプランの場合

91

E部

スペーサー
（２．５ｍｍ）

ノルシール
Ａ部

B部 C部

E部

サイドパネル サイドパネル

サイドパネル

5

B部

Ａ部

E部B部

D部

G部

F部

サイドパネル サイドパネル

FIXパネル

FIXパネル

サイドパネル

5

Ｂ部

C部

5

D部

D部



取付・設置手順

２５　Ｌ金具の取付け
・ユニット上部にＬ金具を取付けます。
　ユニット側板の指定位置に＋バインドタッピンネジ４．０×１２にて固定します。

※１　Ｇシンク専用ユニットは背板の指定位置にもＬ金具を取付けます。

加熱機器ユニット

シンクユニット

Ｇシンク専用
ユニット

※１

Ｌ金具
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取付・設置手順

Ｌ金具取付位置［平面図］

50 50

■間口９００、１２００
　引出し標準ユニット／内装引出しユニット

■２Ｄ／３Ｄシンク専用ユニット

43
35
0

43
35
0

■４Ｄシンク専用ユニット

43
35
0

43
35
0

■Ｇシンク専用ユニット

45
0

45
0

4343

4343 250250

30 30

■上面操作加熱機器ユニット ■上面操作タイプ配管スペース付き加熱機器ユニット

30 30
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取付・設置手順

■上面操作加熱機器ユニット、
■間口６００、９００、１２００
　ガゲナウ４００シリーズ専用加熱機器ユニット

42
5

42
5

3030

94

トップを乗せた時
Ｌ金具に加熱機器が当たる場合は
Ｌ金具をずらしてつけてください

【ガゲナウ４００シリーズを取付ける場合】
・ガゲナウ４００シリーズ専用加熱機器ユニットに、操作パネルを取付けます。
　１．側板のＬ金具（４ヶ所）に操作パネルを＋バインドタッピンネジ４．０×１２にて固定します。
　２．固定した操作パネルと内部幕板を＋ナゲシネジ３．８×３２にて固定します。
　※引出しと操作パネルの出が均等になるようにしてください。
・ガゲナウ４００シリーズ専用加熱機器ユニットにコントロールノブを取付け、
　コードを結線します。
※コントロールノブの取付け方法は、メーカーの取付設置説明書を参照ください。

内部幕板

ガゲナウ４００シリーズ
専用加熱機器ユニット

＋ナゲシネジ３．８×３２

Ｌ金具
操作パネル

操作パネル

引出し

＋バインドタッピンネジ
４．０×１２

▼

▼

▼

側面

12
8 70

58



取付・設置手順

・キッチン用コンセントを取付ける場合、あらかじめ床から電源コード（１００Ｖ１５Ａ）を立ち上げて
　おく必要があります。
・サイドパネルの下穴にコードを通してから、キッチン用コンセントをはめ込みます。
・キッチン用コンセントを＋サラタッピンネジφ４×１６で固定し、カバーを取付けます。

95

【キッチン用コンセントを取付ける場合】

電気工事は、関連する法令・規程に従って、必ず「有資格者」が行ってください。

火災・感電の原因になることがあります。

警
告

カバー

サイドパネル

下穴
キッチン用コンセント

＋サラタッピンネジ
Φ４×１６（付属品）

100

3
1

コード



取付・設置手順

96

１．ユニット底板に穴を開け、床から立ち上げておいた電源コードをユニット内に引き込んでください。
　※穴はユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに開けてください。
２．ユニット側板にコンセント１００Ｖ１５Ａ（１つのコンセントで合計１５００Wまで）を取付けま
　　す。
　※コンセントはユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに取付けてください。
　※コンセントとユニット内に引き込んだ電源コードを結線してください。
３．キッチン用コンセントのプラグを側板に取付けたコンセントに差し込んでください。
４．コード類は引出しに当たらないように、コード止め（市販品）または配線モール（市販品）などで
　　ユニットに固定します。
　※施工上・使用上の注意はキッチン用コンセントメーカーの取扱説明書を参照ください。
　※コード類はたるみやたれ下がりがないように納めてください。（引出しなどに干渉しないこと）
　※キッチン工事で必要なコード止めは付属のコード止めを使用し、バインドタッピンネジΦ４×１６
　　で固定してください。（Ａ部詳細図参照）

コンセント
(電気工事 )

キッチン用コンセント
(キッチン工事)

コード止め(キッチン工事)

コード止め

例：シンクユニットに取付ける場合

コード(キッチン工事)

電源コード
(電気工事 )

［パラレロシンクユニット、３Ｄ／２Ｄ／４Ｄシンクユニットの場合］

コード止め
(電気工事 )

Ａ部

バインドタッピンネジ
Φ４×１６

Ａ部詳細
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例：片面引出しユニットに取付ける場合

間口１５０
片面引出しユニット

電源コード
(電気工事 )

キッチン用コンセント
(キッチン工事)

コード止め(キッチン工事)

［間口１５０引出しユニットの場合］

コード(キッチン工事)

例：両面引出しユニットに取付ける場合

間口１５０
両面引出しユニット

Φ４０穴 (キッチン工事 )
（※両ユニット貫通させる）

コード(キッチン工事)

コンセント (電気工事 )
コード止め(キッチン工事)

コード止め
(電気工事 )

キッチン用コンセント
(キッチン工事)

Φ４０穴 ( キッチン工事 )
（※両ユニット貫通させる）

１．間口１５０引出しユニット側板と、隣接ユニット側板にφ４０の穴を開け、キッチン用コンセント
　　の電源コードを隣接ユニットに引き込みます。
　※φ４０穴はユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに開けてください。
　※側板のΦ４０穴は、両ユニット貫通させてください。
２．隣接ユニット底板に穴を開け、床から立ち上げておいた電源コードをユニット内に引き込んでくだ
　　さい。
　※穴はユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに開けてください。
３．隣接ユニット側板にコンセント１００Ｖ１５Ａ（１つのコンセントで合計１５００Wまで）を取付
　　けます。
　※コンセントは隣接ユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに取付けてください。
　※コンセントと隣接ユニット内に引き込んだ電源コードを結線してください。
４．間口１５０引出しユニットに取付けたキッチン用コンセントのプラグを、隣接ユニット側板に取付
　　けたコンセントに差し込んでください。
５．コード類は引出しに当たらないように、コード止め（市販品）または配線モール（市販品）などで
　　ユニットに固定します。
　※施工上・使用上の注意はキッチン用コンセントメーカーの取扱説明書を参照ください。
　※コード類はたるみやたれ下がりがないように納めてください。（引出しなどに干渉しないこと）
　※キッチン工事で必要なコード止めは付属のコード止めを使用し、バインドタッピンネジΦ４×１６
　　で固定してください。（Ａ部詳細図参照）

隣接ユニット

隣接ユニット

コード止め
(電気工事 )

コンセント (電気工事 )

電源コード
(電気工事 )

Ａ部

バインドタッピンネジ
Φ４×１６

Ａ部詳細

コード止め
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電源コード
(電気工事)

間口１５０
片面引出しユニット

キッチン用コンセント
(キッチン工事)

コンセント (電気工事 )
コード止め(電気工事)

食洗機スペース

Φ４０穴
(キッチン工事)

Φ４０穴
(キッチン工事)

［間口１５０引出しユニットの隣に食洗機がくる場合］
１．間口１５０引出しユニット側板と、食洗機隣のユニット側板にφ４０の穴を開けます。
　※φ４０穴はユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに開けてください。
２．食洗機隣のユニット底板に穴を開け、床から立ち上げておいた電源コードをユニット内に引き込ん
　　でください。
　※穴は食洗機隣のユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに開けてください。
３．食洗機隣のユニット側板にコンセント１００Ｖ１５Ａ（１つのコンセントで合計１５００Wまで）
　　を取付けます。
　※コンセントは食洗機隣のユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに取付けてください。
　※コンセントと食洗機隣のユニット内に引き込んだ電源コードを結線してください。
４．間口１５０引出しユニットに取付けたキッチン用コンセントのプラグを、食洗機隣のユニット側板
　　に取付けたコンセントに差し込んでください。
　※コードは背板や天板の裏などに固定してください。
５．コード類は引出しに当たらないように、コード止め（市販品）または配線モール（市販品）などで
　　ユニットに固定します。
　※施工上・使用上の注意はキッチン用コンセントメーカーの取扱説明書を参照ください。
　※コード類はたるみやたれ下がりがないように納めてください。（引出しなどに干渉しないこと）
　※キッチン工事で必要なコード止めは付属のコード止めを使用し、バインドタッピンネジΦ４×１６
　　で固定してください。（Ａ部詳細図参照）

食洗機隣のユニット

コード・コード止め
(キッチン工事)

Ａ部

バインドタッピンネジ
Φ４×１６

Ａ部詳細

コード止め
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例：両面引出しユニットに取付ける場合

間口１５０
両面引出しユニット

キッチン用コンセント
(キッチン工事)

コード(電気工事)

コンセント (電気工事 )
コード止め(電気工事)

例：片面引出しユニットに取付ける場合

間口１５０
片面引出しユニット

550以上

60以上

コンセント (電気工事 )
コード止め(電気工事)

キッチン用コンセント
(キッチン工事)

〃〃

〃〃

コード(電気工事)

１．間口１５０引出しユニット底板に穴を開け、床から立ち上げておいた電源コードをユニット内に引
　　き込んでください。
　※穴はユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに開けてください。
２．間口１５０引出しユニット側板にコンセント１００Ｖ１５Ａ（１つのコンセントで合計１５００W
　　まで）を取付けます。
　※コンセントはユニットの引出しなどに干渉しない空きスペースに取付けてください。
　※コンセントとユニット内に引き込んだ電源コードを結線してください。
３．キッチン用コンセントのプラグを側板に取付けたコンセントに差し込んでください。
４．コード類は引出しに当たらないように、コード止め（市販品）または配線モール（市販品）などで
　　ユニットに固定します。
　※施工上・使用上の注意はキッチン用コンセントメーカーの取扱説明書を参照ください。
　※コード類はたるみやたれ下がりがないように納めてください。（引出しなどに干渉しないこと）
　※キッチン工事で必要なコード止めは付属のコード止めを使用し、バインドタッピンネジΦ４×１６
　　で固定してください。（Ａ部詳細図参照）

［間口１５０引出しユニットの場合］（隣接ユニットに配線出来ない時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※電気工事との相番が必要）

コード・コード止め
(キッチン工事)

コード・コード止め
(キッチン工事)

Ａ部バインドタッピンネジ
Φ４×１６

Ａ部詳細

コード止め
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※コンクリート床、石床の場合、フレームカウンターを設置する前にカールＰＣプラグを取付けます。
・フレームカウンターを仮置きし、アジャスターの穴より床面に印をつけます。
・フレームカウンターをずらし、印をつけた位置にフレームカウンター固定用穴φ６深さ３５ｍｍを
　あけます。
・フレームカウンター固定用穴にカールＰＣプラグ６×２５（市販品）を打ち込みます。

・フレームカウンターを設置します。
※コンクリート床、石床の場合、床面にあけたフレームカウンター固定用穴とフレームカウンターの
　アジャスターの穴位置を合わせて、設置します。

２　フレームカウンターの設置

２６　フレームカウンターの取付け
　　　（Ｉ－ＬＡＮＤ（Ｄ１２６０ｍｍ、Ｄ１４６０ｍｍ）、
　　　　ＣＤ－ＬＡＮＤの場合のみ）
１　フレームカウンター固定用穴あけ（※床固定にカールＰＣプラグを使用する場合）

【Ｉ－ＬＡＮＤ（Ｄ１４６０ｍｍ）の場合】

Ａ部フレームカウンター納まり図［平面図］

揃える

揃
え
る

サ
イ
ド
パ
ネ
ル

フレーム
カウンター

Ａ部

Ａ部フレームカウンター断面図

フレーム
カウンター

フレームカウンター固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

アジャスター

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

背
板

Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル

背
板
桟

フレーム
カウンター

100
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Ａ部フレームカウンター納まり図［平面図］ Ｂ部フレームカウンター納まり図［平面図］

【ＣＤ－ＬＡＮＤ　０１（Ｄ１４６０ｍｍ）の場合】

フレーム
カウンター

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

フレームカウンター固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

アジャスター

Ａ部

B部

揃える

揃
え
る サ

イ
ド
パ
ネ
ル

フレーム
カウンター

揃える 揃
え
る

フ
レ
ー
ム

カ
ウ
ン
タ
ー

サイドパネル

側
板
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Ｂ部フレームカウンター納まり図［平面図］

【ＣＤ－ＬＡＮＤ　０２（Ｄ７５５ｍｍ）の場合】

揃える 揃
え
る

アジャスター

フレームカウンター固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

フレーム
カウンター

Ｂ部

ＦＩＸパネル

フ
レ
ー
ム

カ
ウ
ン
タ
ー

サイドパネル

Ａ部フレームカウンター納まり図［平面図］

揃える

揃
え
る

フ
レ
ー
ム

カ
ウ
ン
タ
ー

側
板

Ａ部
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【ＣＤ－ＬＡＮＤ　０２（Ｄ１４６０ｍｍ）の場合】

Ａ部フレームカウンター納まり図［平面図］

揃える 揃
え
る

フ
レ
ー
ム

カ
ウ
ン
タ
ー

Ａ部
フレーム
カウンター

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

アジャスター
フレームカウンター固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

サイドパネル
側
板
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フレーム
カウンター

アジャスター

フレームカウンター固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

Ａ部フレームカウンター納まり図［平面図］

揃える

揃
え
る

サ
イ
ド
パ
ネ
ル

フレーム
カウンター

Ａ部

【ＣＤ－ＬＡＮＤ　０３（Ｄ１０５０ｍｍ）の場合】

Ｂ部フレームカウンター納まり図［平面図］

揃える揃
え
る

フ
レ
ー
ム

カ
ウ
ン
タ
ー

サイドパネル
側
板

Ｂ部
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【ＣＤ－ＬＡＮＤ　０４（Ｄ１４６０ｍｍ）の場合】

Ａ部フレームカウンター納まり図［平面図］

揃える

揃
え
る

サイドパネル

フ
レ
ー
ム

カ
ウ
ン
タ
ー

側
板

Ｂ部フレームカウンター納まり図［平面図］

フレームカウンター固定用穴
φ６深さ３５ｍｍ

アジャスター

カールＰＣプラグ
６×２５（市販品）

フレーム
カウンター

Ａ部

Ｂ部

揃える 揃
え
るサイドパネル

フ
レ
ー
ム

カ
ウ
ン
タ
ー

サイドパネル
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２７　排水トラップの取付け

２８　水栓の取付け
・付属の「取付・設置説明書」に従って、水栓を取付けます。
※Ｑ－ＬＡＮＤ用パラレロシンク正面横にはシャワー付き水栓は取付けできません。正面奥に水栓制限はありません。
※ＢＩＧ水栓は、パラレロシンク／４Ｄシンクには取付けできません。

・シンクの排水栓取付穴に排水トラップを取付けます。

排水トラップ

パッキン

トップ

シンク

締付ナット

水栓
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２９　トップの取付け
【アイランドタイプの場合】
・ユニットの上にトップをのせます。
　トップ前面はユニット前面より２５ｍｍ出るように（Ａ部断面詳細図参照）、両端はフロアユニッ
　ト用サイドパネル面に揃うように位置を決めます。
・ユニットに取付いているＬ金具より＋バインドタッピンネジ４．０×１６にてトップを固定します。
　前面に前上桟がある場合はユニット内側より＋ナゲシネジ３．８×３２（３８）にワッシャーを通
　してトップを固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
※フロアユニットＬＥＤが取付いている場合、前上桟のトップ固定位置を１５ｍｍ後ろへずらしてく
　ださい。
※加熱機器／食洗機ユニットが端に来た場合はＬ金具を２ヶ所追加してください。
　＋バインドタッピンネジ４．０×１２にてＬ金具をユニットに固定します。
　＋バインドタッピンネジ４．０×１６にてトップを固定します。

トップ

シンクユニット
Ｌ金具

Ａ部断面詳細図

25

トップ

トップ下地

ユニット

Ｂ部断面詳細図

前上桟
25

トップ

トップ
下地

Ｂ部

＋ナゲシネジ
３．８×３２（３８※）
ワッシャー
ヘッドキャップカバー

前上桟

※　グリル付加熱機器ユニット
　　の場合は、＋ナゲシネジ
　　３．８×３８

107

フロアユニット用
サイドパネル

※追加Ｌ金具

＋バインドタッピンネジ
４．０×１２

追加Ｌ金具

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１２

＋バインドタッピンネジ
４．０×１６

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

加熱機器ユニット

Ａ部



躯体工事壁
（他社キッチンパネル）
（タイル壁面）　など

３

取付・設置手順

躯体工事壁
（他社キッチンパネル）
（タイル壁面）　など
～１．５

図１ 図２

シーリング材
トップトップ

Ａ部断面詳細図

25

トップ

トップ下地

ユニット

トップ
下地 トップ下地

シーリング材
シール材
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トップ

シーリング材

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１２

＋バインドタッピンネジ
４．０×１２

フロアユニット用
サイドパネル

シンクユニット

加熱機器ユニット

壁接地面

＋バインドタッピンネジ
４．０×１６

【ペニンシュラタイプの場合】
・ユニットの上にトップをのせます。
　トップ前面はユニット前面より２５ｍｍ出るように（Ａ部断面詳細図参照）、両端はフロアユニッ
　ト用サイドパネル面に揃うように位置を決めます。
・ユニットに取付いているＬ金具より＋バインドタッピンネジ４．０×１６にてトップを固定します。
※前面に前上桟がある場合は、アイランドタイプを参照のこと。
※壁面に弊社のバックパネルや壁面パネルを取付けない場合は、トップの壁に接する面にシール材
　（付属品）を貼り、その上にシーリング材を線状に付着させてから、トップを壁へ押し取付けてく
　ださい。（図１）
　全ての取付・設置作業が終わりましたら、壁とのすき間全周（縦目地も含む）をシーリングしてく
　ださい。（図２）
※加熱機器／食洗機ユニットが端に来た場合はＬ金具を２ヶ所追加してください。
　＋バインドタッピンネジ４．０×１２にてＬ金具をユニットに固定します。
　＋バインドタッピンネジ４．０×１６にてトップを固定します。

追加Ｌ金具

シール材
（トップ付属品）

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

Ｌ金具

Ａ部

※追加Ｌ金具
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【オンウォールタイプの場合】

109

・ユニットの上にトップをのせます。
　トップ前面はユニット前面より２５ｍｍ出るように（Ａ部断面詳細図参照）、両端はフロアユニッ
　ト用サイドパネル面に揃うように位置を決めます。
・ユニットに取付いているＬ金具より＋バインドタッピンネジ４．０×１６にてトップを固定します。
※前面に前上桟がある場合は、アイランドタイプを参照のこと。
※壁面に弊社のバックパネルや壁面パネルを取付けない場合は、トップの壁に接する面にシール材
　（付属品）を貼り、その上にシーリング材を線状に付着させてから、トップを壁へ押し取付けてく
　ださい。（図１）
　全ての取付・設置作業が終わりましたら、壁とのすき間全周（縦目地も含む）をシーリングしてく
　ださい。（図２）
※加熱機器／食洗機ユニットが端に来た場合はＬ金具を２ヶ所追加してください。
　＋バインドタッピンネジ４．０×１２にてＬ金具をユニットに固定します。
　＋バインドタッピンネジ４．０×１６にてトップを固定します。

フロアユニット用
サイドパネル

シンクユニット

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１６

トップ

※追加Ｌ金具

＋バインドタッピンネジ
４．０×１２

追加Ｌ金具

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１２

＋バインドタッピンネジ
４．０×１６ Ａ部

加熱機器ユニット

躯体工事壁
（他社キッチンパネル）
（タイル壁面）　など

Ａ部断面詳細図 トップ

３

シーリング材25

ユニット

トップ下地

シール材 トップ
下地

トップ

図１ 躯体工事壁
（他社キッチンパネル）
（タイル壁面）　など
～１．５

図２

シーリング材
トップ

トップ下地

シーリング材

シール材
（トップ付属品）

Ｌ金具



オープンユニット

取付・設置手順

【オープンユニットの場合】
・オープンユニット内側より＋ナゲシネジ３．８×３８にワッシャーを通してトップを固定し、ヘッ
　ドキャップカバーを取付けます。
　トップ前面はオープンユニット前面より２５ｍｍ出るように（Ｂ部断面詳細図参照）、両端はフロ
　アユニット用サイドパネル面に揃うように位置を決め、固定します。
※その他の部分はオンウォールタイプを参照のこと。

Ｂ部断面詳細図

天板
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ヘッドキャップカバー

ワッシャー

Ａ部

Ａ部詳細図

＋ナゲシネジ３．８×３８

＋ナゲシネジ３．８×３８
ワッシャー

ヘッドキャップカバー

＋ナゲシネジ３．８×３８

ワッシャー
ヘッドキャップカバー

トップ

天板
Ｂ部

25

トップ

トップ下地



取付・設置手順

【ＣＤ－ＬＡＮＤの場合】
・フレームカウンターの上にトップをのせます。
・フレームカウンターの下側より＋バインドタッピンネジ４．０×２５にてトップを固定します。
　（Ａ部断面詳細図参照）
　奥行方向はフレームカウンターより２．５ｍｍ出るように、間口方向はフレームカウンター面に揃
　うように位置を決め、固定します。
※キッチン側の固定は各タイプを参照のこと。

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×２５

Ａ部

Ａ部断面詳細図

フレーム
カウンター

＋バインド
タッピンネジ
４．０×２５

トップ下地

トップ

トップ

フレーム
カウンター

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ　０２（Ｄ７５５ｍｍ）の場合

111



取付・設置手順

【QーLANDプランの場合】
・フレームカウンターの上にトップをのせます。
・フレームカウンターの下側より＋バインドタッピンネジ４．０＋バインドタッピンネジ４．０×1 2、＋バインドタッピンネジ＋バインドタッピンネジ
4.0×2 5にてトップを固定します。（Ａ部、B部断面詳細図参照）
奥行方向、間口方向共に同じくらいの出かたになるように、フレームカウンターの位置を決め、
　固定します。
※キッチン側の固定は各タイプを参照のこと。

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×２５

Ａ部断面詳細図

フレーム
カウンター

＋バインド
タッピンネジ
4 .   0×2 5

トップ下地

トップ
B部断面詳細図

フレーム
カウンター

＋バインド
タッピンネジ
４．０×1 2

トップ下地

※破線は分割TOPの場合

トップ

トップ

水栓の取付けに関しての詳細は
Ｐ４の取付・設置前の確認を見
てください。

例：QーLＡNDプラン（W15５0ｍｍ）の場合

フレーム
カウンター

Ａ部Ａ部Ａ部＋バインドタッピン＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２　　　　　４．０×1 ２

B部
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取付・設置手順

【パラレロシンクユニット背板側に単独置食洗機を設置する場合】
　※Ｑ-ＬＡＮＤ分割トップ

・パラレロシンクユニット内側から、背板桟の溝に合わせてＬ金具を設置します。（２ヶ所）
・背板とＬ金具をトラスタッピンネジ３．５×２０にて固定します。（２×２ヶ所）
・トップとＬ金具をサラタッピンネジ３×１６にて固定します。（２×２ヶ所）
※ネジ頭が出ないようにしてください。

Ａ部

Ａ部詳細図

８５

113

※Ｌ金具の向きに注意

パラレロシンクユニット
※Ｑ-ＬＡＮＤ

食洗機

L金具

背板桟の溝

トラスタッピンネジ
３．５×２０

１０
０

サラタッピンネジ
３×１６

断面詳細図

トップ下地

トップ

L金具

背板

トラスタッピンネジ
３．５×２０

サラタッピンネジ
３×１６

※ネジ頭が出ないこと

６０



取付・設置手順

【トップを連結する場合】　※IーLAND、V－LＡND

・ステンレス目地棒の見え
　掛り面（▼）より１．５
　～２．０ｍｍ程度内側に
　ノルシールを両面貼り付
　けます。

1.
5

広い方 

狭い方

1.5Ａ部詳細図

Ｂ部断面詳細図

Ａ部

ノルシール

ステンレス目地棒

ステンレス目地棒

穴

ステンレス目地棒（ノルシール付）

＋バインド小ネジＭ４×２２
スプリングワッシャー
六角ナット

ワッシャー（※注）

Ｂ部

・＋バインド小ネジＭ４×２２にワッシャーを通して、トップとステンレス目地棒の穴に差し込みます。
　反対側からワッシャー、スプリングワッシャー、六角ナットを通して、＋バインド小ジＭ４×２２
　を締付けて固定します。
※リニアの場合、ワッシャーは不要です。
※ネジで締付けた時にノルシールが見え掛り面（▼）
　よりはみ出さないように注意してください。

※上記の場合、トップを連結した後に
　トップの固定を行います。トップの
　取付けは前頁を参照のこと。

１　ノルシールの貼り付け

２　トップの連結

ノルシール

■Ｉ－ＬＡＮＤ／Ｃ－ＬＡＮＤ／ＣＤ－ＬＡＮＤ／オンウォール
　チタン／アイス／レリーフ／ステップストーン　間口３９４１ｍｍ以上
　キルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間口３４９１ｍｍ以上
　リニア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間口３０４１ｍｍ以上
■Ｖ－ＬＡＮＤ

Ｖ－ＬＡＮＤ

Ｉ－ＬＡＮＤ

Ｂ部

穴位置から

※注　リニアの場合、不要です。

114



115

取付・設置手順

【トップを連結する場合】　※Q-LAND

・トップの連結部分に※ノルシールを貼り付けます。

Q-LANDトップの連結

Ｂ部

・片方のトップの1.5～2ｍｍ程度内側にノルシールを貼り付けます。

1.5

1.5

B部詳細図

※ノルシールの貼り付け

ノルシール

ノルシール

トップ

10

トップ1.6

1.5

1.5

ノルシール

10

トップ1.6

・リニアトップの場合は、トップの厚みが9mmなのでノルシールは下に少し
　はみ出します。

10
.59

Q－ＬＡＮＤ

13
.5



取付・設置手順

・トップ裏面に、＋バインドタッピンネジ３．５×１４にてフサギ板を取付けます。
※フサギ板の下側がカウンターになる場合のみ、
　取付穴に穴キャップを取付けます。

Ｖ－ＬＡＮＤ トップ裏面詳細図

３　フサギ板の取付け

Ｃ部断面詳細図

穴キャップ
※カウンターの場合のみ

＋バインドタッピンネジ
　　　　３．５×１４

フサギ板
トップ
下地

トップ
下地

Ｉ－ＬＡＮＤ トップ裏面詳細図

Ｃ部

Ｖ－ＬＡＮＤ
Ｉ－ＬＡＮＤ

Ｃ部

フサギ板

＋バインドタッピンネジタッピンネジ
　　　　３．５×１４　　　　３．５×１４

＋バインドタッピンネジタッピンネジ
　　　　３．５×１４　　　　３．５×１４

フサギ板フサギ板フサギ板

フサギ板

フサギ板

フサギ板

フサギ板

＋バインドタッピンネジタッピンネジ
　　　　３．５×１４　　　　３．５×１４

＋バインドタッピンネジタッピンネジ
　　　　３．５×１４　　　　３．５×１４

ト
ッ
プ
下
地

ト
ッ
プ
下
地

ト
ッ
プ
下
地

ト
ッ
プ
下
地
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取付・設置手順

１５０ｍｍ程度

■取付・設置参考例
※ユニットの上でトップを連結する場合、ユニットとトップの間に手が入るように高さ１５０ｍｍ程
　度のスペーサーを入れてください。

ユニット

スペーサー トップ
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取付・設置手順

３０　レベル調整、フレームカウンターの固定
　　　（Ｉ－ＬＡＮＤ（Ｄ１２６０mm、Ｄ１４６０mm）、
　　　　ＣＤ－ＬＡＮＤの場合のみ）

フレーム
カウンター

水平器

アジャスター

＋バインドタッピンネジ
　　　　　３．５×３０

平面図

穴（アジャスター）

フレーム
カウンター

・フレームカウンターのアジャスターにてワークトップの水平を出します。　　
・水平を合わせる際は、フレームカウンターを持ち上げながら調整します。
・アジャスターの調整範囲は、－１．５～＋１０ｍｍです。
※アジャスターはキッチン間口方向内側に穴がくるように調整します。（下図平面図参照）
・フレームカウンターのアジャスターの穴から＋バインドタッピンネジ３．５×３０にて床面に固定
　します。

例：ＣＤ－ＬＡＮＤ　０２（Ｄ７５５mm）の場合

118

アジャスター ユニット

フレームカウンター

ワークトップ



ステンレススペーサー
納まり断面図［側面図］

取付・設置手順

３１　ステンレススぺーサーの取付け
　　　（正面操作加熱機器ユニット／Ｏ加工（オーブン）の場合のみ）
・正面操作加熱機器ユニット、オーブンを設置するトップ裏面にステンレススペーサーを取付けます。
　ステンレススペーサーの取付穴より＋バインドタッピンネジ４．０×１２にてトップ下地に固定し
　ます。

ステンレス
スぺーサー

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１２

側板

トップ

トップ下地

ステンレススペーサー

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１２

トップ

ステンレス
スぺーサー

トップ

正面操作加熱機器ユニット

＋バインドタッピンネジ
　　　　　４．０×１２
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取付・設置手順

３２　食洗機用スペーサーの取付け
　　　（ＧＡＧＧＥＮＡＵ_ＩＨコンロの下に
　　　　ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機が設定される場合）

120

・ＧＡＧＧＥＮＡＵ_ＩＨコンロの下にＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機が設定される場合、食洗機用スペー
　サー（横桟とＦＩＸプレート）を取付けます。
・ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機設置スペースのトップ裏面に横桟を＋バインドタッピンネジ３．５×４５
　にて４ヶ所固定します。

横桟納まり断面図［側面図］

トップ下地

トップ

27.5
15 横桟

＋バインドタッピンネジ
３．５×４５

＋バインドタッピンネジ＋バインドタッピンネジ
　　　３．５×４５

横桟横桟

トップ



取付・設置手順

121

・横桟にＦＩＸプレートを＋サラタッピンネジ３×１６にて３ヶ所固定します。
※サラタッピンネジの頭がＦＩＸプレートから出ないようにしてください。
※ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機オールドアタイプの場合、ＦＩＸプレート（オールドア用）を取付けて
　ください。

※面を揃える

ＦＩＸプレート納まり断面図［側面図］

トップ下地

トップ

横桟

▼

▼

＋サラタッピンネジ
３×１６

※面を揃える

ＦＩＸプレート（オールドア用）
納まり断面図［側面図］

トップ下地

トップ

ＦＩＸプレート
（オールドア用）

＋サラタッピンネジ
３×１６

▼

▼

※ネジ頭が出ないこと

＋サラタッピンネジ
　　　３×１６

横桟

ＦＩＸプレートＦＩＸプレート

Ａ部詳細図

２.5

Ａ部

正面図

トップ

ＦＩＸプレート

隣接ユニット 隣接ユニット

２.5２.5 ２.5２.5
隣接ユニット

ＦＩＸプレート

横桟

※ネジ頭が出ないこと

ＦＩＸプレートＦＩＸプレート



取付・設置手順

３３　スリット化粧板の取付け（ユニット上部）

【アイランドタイプの場合】
・スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口とユニット奥行に合わせてカットします。
・ユニット上部の全周にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、トップ下地のコーナーから貼り付けます。
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

トップ

トップ下地

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ユニット

Ａ部詳細図

トップ

Ａ部

サイドパネル
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※【上面操作加熱機器
　ユニットの場合】参照



取付・設置手順

【ペニンシュラタイプの場合】
・スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口＋２０ｍｍとユニット奥行（オープン側のみ）に合わ
　せてカットします。
・ユニット上部の３方（前面、背面、オープン側の側面）にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、オープン側のトップ下地のコーナーから貼り付
　けます。
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

壁接地面

Ｂ部詳細図

Ａ部

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ユニット

Ａ部詳細図

トップ

サイドパネル
スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

 Ｂ部

トップ サイド
パネル

ユニット

トップ
下地20

トップ

トップ
下地

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）
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※【上面操作加熱機器
　ユニットの場合】参照



取付・設置手順

【オンウォールタイプの場合】
・奥行７０５ユニットの場合、スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口とユニット奥行＋２５
　ｍｍに合わせてカットします。
　奥行４０５、６２５ユニットの場合、スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン間口とユニット奥行
　に合わせてカットします。
・ユニット上部の３方（前面、左右側面）にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、トップ下地のコーナーから貼り付けます。（Ａ
　部詳細図）
※コーナー部分は間口方向が前面にくるように合わせてください。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

トップ下地

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

ユニット

Ａ部詳細図

トップ

サイドパネル

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

トップ
Ａ部

Ｂ部

Ｂ部詳細図

トップ
下地

25

サイド
パネルスリット化粧板

　（２５ｍｍ）

トップ

トップ
下地

サイド
パネル

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

トップ

（奥行７０５ユニットの場合）

（奥行４０５、６２５ユニットの場合）
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※【上面操作加熱機器
　ユニットの場合】参照



取付・設置手順

【上面操作加熱機器ユニットの場合】
※上面操作加熱機器ユニットがある場合、上面操作加熱機器ユニットの切り欠き部分の上側のみ、別
　途スリット化粧板（１５ｍｍ）を貼り付けます。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。
※その他の部分は前頁を参照のこと。

25

15
10

スリット化粧板取付詳細図［正面図］

Ｒ切り欠き

内部幕板

トップ

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（１５ｍｍ）

スリット化粧板
　（１５ｍｍ）

トップ

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

上面操作
加熱機器ユニット

上面操作
加熱機器ユニット

トップ
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取付・設置手順

・カウンター部分はトップ下地にスリット化粧板（１５ｍｍ）を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、トップ下地のコーナーから貼り付けます。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。
※その他の部分は前頁を参照のこと。

スリット化粧板
　（１５ｍｍ）

トップ

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

【対面側がカウンター（フレームカウンターを除く）になる場合】
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※【上面操作加熱機器
　ユニットの場合】参照



【食洗機ユニットの場合】

【食洗機ユニットが端にくる場合】

※食洗機ユニットがある場合、食洗機ユニットの間口上部前面のみ、別途スリット化粧板（２０ｍｍ）
　を貼り付けます。
・食洗機ユニットがくるトップ裏面にすき間スぺーサー（前面用）を取付けます。
　すき間スペーサー（前面用）の両面テープのはく離紙を剥がし、トップ下地に貼り付けます。
・トップ下地とすき間スペーサー（前面用）にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、食洗機ユニットの間口分のみ貼り付けます。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板（食洗機ユニット用）を押さ
　えてください。
※その他の部分は前頁を参照のこと。

取付・設置手順

側板 側板

トップ トップ

すき間スペーサー（前面用）、
スリット化粧板納まり断面図［側面図］

食洗機ユニットが端にくる場合

スリット化粧板
納まり断面図［側面図］

トップ下地 トップ下地
スリット化粧板
　（２０ｍｍ）すき間スペーサー

　　　（前面用） すき間スペーサー
　　　（背面用）

Ｆ
Ｉ
Ｘ
パ
ネ
ル

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

食洗機ユニット

すき間スペーサー（前面用）

スリット化粧板
　（２０ｍｍ）
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・食洗機ユニットが端にくる場合も、別途スリット化粧板（前面２０mm、側面２５mm）を貼り付
　けます。
※食洗機ユニットの前面のスリット化粧板（２０mm）は下端５mm程は、すき間スペーサー（前面
　用）に貼り付けます。

食洗機ユニット

スリット化粧板
　（２5ｍｍ）

スリット化粧板
　（２5ｍｍ）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）



取付・設置手順

【Ｍ加工・ＭＣ加工（ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機）の場合】

※ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機がある場合、上部別途スリット化粧板を貼り付けます。
・ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機を設置するトップ裏面にアルミテープを貼り付けます。
※トップ（裏面のステンレス部分）とトップ下地のすき間をふさぐように貼り付けます。
・ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合、スリット化粧板（２０ｍｍ）をリンナイ食洗機の場合、
　スリット化粧板（１５ｍｍ）を食洗機間口に合わせてカットします。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、トップ下地のアルミテープの上から貼り付けま
　す。
※一度貼ったら剥がしにくいため、しっかりと位置出しを行ってから貼り付けてください。
　貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。

アルミテープ、スリット化粧板納まり断面図［側面図］

トップ

トップ下地

■ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

トップ

■リンナイ食洗機の場合

トップ

トップ下地
スリット化粧板
　（１５ｍｍ）アルミテープスリット化粧板

　（２０ｍｍ）
アルミテープ

トップ下地トップ下地

アルミテープ
スリット化粧板
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取付・設置手順

３４　ビルトイン機器の取付け
・付属の「取付・設置説明書」に従って、加熱機器、食洗機を取付けます。

３５　排水栓の配管
・トップに取付けておいた排水トラップの配管を行います。

【２ＤＳ／２Ｄ／３Ｄ／Ｇシンクの場合】 【４Ｄシンクの場合】

水溜めフタ水溜めフタ

ゴミカゴ
ゴミカゴ

排水トラップ

排水栓本体

排水用エルボ

加熱機器

ステンレス
排水プレート

ステンレス
排水プレート

排水ホース

防臭キャップ

目皿

Ｓトラップ

排水用エルボ

排水ホース

防臭キャップ

目皿



取付・設置手順

【間口１０５０片面パラレロシンク】
　※バビロン仕様を除く

【間口１０５０　両面パラレロシンク、
　Ｑ-ＬＡＮＤ用パラレロシンク】
　※バビロン仕様を除く

【間口１２００、１３５０両面／片面パラレロシンク、
　間口１０５０バビロン仕様両面／片面パラレロシンク】

水溜めフタ

ゴミカゴ

排水トラップ

排水ホース

防臭キャップ
目皿

ステンレス
排水プレート

水溜めフタ

ゴミカゴ

排水トラップ

排水ホース

防臭キャップ
目皿

ステンレス
排水プレート

排水ホース

防臭キャップ
目皿

水溜めフタ

ゴミカゴ

排水トラップ

ステンレス
排水プレート
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【パラレロシンクの場合】



取付・設置手順

３７　横桟の取付け
・横桟を取付けます。
　Ｇシンク専用ユニット以外のユニットの場合、ユニット側板に取付いている横桟受けに横桟を取付
　けます。
　Ｇシンク専用ユニットの場合、ユニット側板に取付いているＬ金具から横桟の下側を固定ネジ（＋
　サラ小ネジＭ４×１０）にて固定します。

３６　水栓の配管
・付属の「取付・設置説明書」に従って、水栓の配管を行います。

【Ｇシンク専用ユニット以外の
　ユニットの場合】

Ａ部断面詳細図［側面図］

横桟 横桟横桟受け

【Ｇシンク専用ユニットの場合】

Ｌ金具

＋サラ小ネジ
　Ｍ４×１０

横桟

Ａ部
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取付・設置手順

ケーキカット型ユニット（引出しタイプ）の場合

引出し

引出し前板

把手

引出しレール

３８　引出しの取付け
・引出しレールをいっぱいまで引出します。
・引出しレールの上に引出しをのせます。
・引出しを「パチン！」と音がするまで奥へ押し込んで、引出しレールに固定します。
※把手や引出し前板を持たないでください。

・引出しを引出しレールに水平に押し入れます。

引出し

引出しレール
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・引き出しレールをいっぱいまで引出し、レールの上にダストボックスをのせます。
・ダストボックスを引出しレールのツメに入れ固定します。ツメに入れる際は、ツメを支点に２cm程ダスト
　ボックスの手前側を上げた状態にし、ツメに入れた後に手前側を下げてください。（図１参照）
　固定後ダストボックスを平行に押し込んでください。
・ダストボックスを再度引き出し、奥のツメがダストボックスに入ったことを確認してください。
※扉の傾き調整を、ユニット設置後に行ってください。
※中仕切は出荷時に外してあります。目地を調整後、４．５×１３トルクスねじで必ず固定してください。
※中仕切りとレールの左右のＡ幅を揃えてください。（図２参照）

ダストボックスの場合

図２

４．５×１３
トルクスねじ

Ａ

Ａ

中仕切り
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取付・設置手順

・スライドバスケットユニットを取付けます。
・レールの上にスライドバスケットのレールをのせて、レール奥の
　ツメをスライドバスケットのレールに押し込み、カチッと音がす
　ると固定されます。
　奥のツメはレール横のタブを手前に引っ張れば手前に来ます。
※扉の傾き調整を、ユニット設置後に行ってください。

スライドバスケットの場合

ツメ

タブ

レール

図１

ツメ

レール

2cm2cm

2cm2cmダストボックス



取付・設置手順

３９　扉の取付け
　　　（ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）、
　　　　アイランド開き扉ユニットの場合）

・丁番本体を座金に取付けます。

１ ２ ３
座金

丁番本体

・扉を取付けます。

扉

丁番本体

座金

アイランド開き扉ユニット
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取付・設置手順　６１

・間口７５０以上のユニットの場合、引出し底板裏面についているＬ金具の引出し前板側の取付ネジ
　（＋サラ小ネジＭ４×１０）をゆるめます。
・引出し側板左右外側についているカバーをマイナスドライバーなどで外してください。
※全ての調整が終わりましたら、取付ネジを締めて引出し前板を固定し、カバーを取付けてください。

カバー
Ｌ金具

左右調整ネジ

上下調整ネジ

取付・設置手順

４０　引出し前板の調整

調整を行う前に・・・

・Ｇシンク専用ユニットの上段引出しの場合、仕切板のヘッドキャップカバーを外し、引出し前板を
　固定しているネジ（＋サラタッピンネジ３．５×３０）をゆるめます。
※全ての調整が終わりましたら、ネジを締めて引出し前板を固定し、ヘッドキャップカバーを取付け
　てください。

ヘッドキャップカバー
仕切板

ワッシャー

Ｌ金具

仕切板
引出し前板

引出し前板

■ブルム社製フルエクステンション引出しの場合

＋サラ小ネジＭ４×１０

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×３０
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●上下方向の調整
・上下調整ネジを＋ドライバーで回して、引出し
　前板の上下方向を調整します。
　±２mm調整できます。

●左右方向の調整
・左右調整ネジを＋ドライバーで回して、引出し前板の左右方向を調整します。
　±１mm調整できます。

右へ１mm

左へ１mm

±２mm

●傾き調整
※ギャラリーレール付き引出しのみ調整できます。
・ギャラリーレールを回して、引出し前板の傾き
　を調整します。 ギャラリーレール

取付・設置手順
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取付・設置手順

■スチール製引出しの場合

●上下方向の調整

●左右方向の調整

±１．８mm

●傾き調整
・ギャラリーレールを回して、引出し前板の傾きを調整します。 ギャラリーレール

調整を行う前に・・・
・引出し側板左右外側についているカバーを外してください。
※全ての調整が終わりましたら、カバーを取付けてください。

・引出し側板固定ネジをゆるめ、上下調整ネジにて引出し前板の上下方向を調整します。
　±１．８mm調整できます。
・調整が終わりましたら、引出し側板固定ネジを締めてください。

・引出し前板固定ネジをゆるめ、引出し前板の左右方向を調整します。
　±１．５mm調整できます。
・調整が終わりましたら、引出し前板固定ネジを締めてください。

カバー

上下調整ネジ引出し側板固定ネジ

±１．５mm
引出し前板固定ネジ
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スライドバスケットユニット調整方法　※説明は間口３００

●扉傾き調整

●扉上下調整※正面から見て右側

時計回り

半時計回り

時計回り

半時計回り ※左側を上げ下げする事
　は出来ません

力点

力点

ユニット付属内容

バスケット×２個

取付・設置手順

■スライドバスケットの場合（※説明は間口３００）



●扉左右調整※上部

●扉左右調整※下部

時計回り

時計回り

半時計回り

半時計回り

※ねじを回し過ぎないよう
　注意してください

力点

力点

139

取付・設置手順

●扉傾き調整※正面から見て左側

半時計回り

時計回り

半時計回り

時計回り

力点



扉

※ネジを調整して、
　扉を垂直にして
　ください。扉

反時計回り
時計回り

レール

●扉傾き調整

扉

反時計回り

時計回り

※ネジを調整して、
　扉を水平にして
　ください。

扉

●扉上下調整

取付・設置手順

140

■ダストボックスの場合

4.5×13トルクスねじ×6

ゴミ箱

W300用×1
W450用×2

トルクス頭 六角×1

ユニット付属内容

ダストボックスユニット調整方法



M6トルクスねじ×4

仮固定されていたねじを
しっかりと固定してください。

●調整後の扉位置固定

ゴミ箱を設置

4.5×13トルクスねじ×２

●付属品装着

●扉とレールの固定

扉

取付・設置手順
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取付・設置手順

●受けレール側の調整
【開き扉ユニット／間口１５０引出し以外】

●引出し側の調整
・引出し裏面の両端に取付けたプッシュオンユニット（Ｒ／Ｌ）の調整ダイヤルを回して、引出しの前
　後方向を調整します。（図３）
※最小隙間以下の場合、プッシュオン機能がうまく働かない場合があります。
※引出しの左右の出が違う場合、プッシュオン機能がうまく働かない場合があります。
※キッチンの水平レベルが出ておらず、キッチン全体が歪んだりしている場合、プッシュオン機能がう
　まく働かない場合があります。
・ギャラリーレールがある場合は、ユニット側板の防虫パッキンと引出し前板の隙間が上下で同じにな
　るように、ギャラリーレールを回して傾きを調整をしてください。（図４）
　　（Ｐ１１３　引出し前板の調整　傾き調整参照）
※引出し前板の傾きがあると、プッシュオン機能がうまく働かない場合があります。

・受けレールに取付けてあるラッチ（Ｒ／Ｌ）が受けレールと平行であること（図１）を確認してくだ
　さい。
※平行に取付いていない場合、プッシュオン機能がうまく働かない場合があります。
・平行でない場合は、ラッチの奥側を軽く手前に引き出して（図２）、カチッと音がした所で止めて平
　行になったこと（図１）を確認してください。
※引き出す際に強く引き過ぎるとラッチが曲がったり破損する恐れがあります。

ユニット側板

引出し前板

引出し前板

前２mm 後ろ１mm

防虫パッキン
最小隙間2.5mm

受けレール（R／L）

ラッチ（R／L）

図２

図１

ラッチが受けレールに平行でない場合

４１　プッシュオンの調整

ラッチが受けレールと平行の場合

〃

〃 平行

プッシュオン
ユニット

＋
－方向に回すと後ろへ移動

調整ダイヤル

－

＋方向に回すと前へ移動

ギャラリレール

図３ 図４

プッシュオン
ユニット
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取付・設置手順

●ラッチのストロークの調整

●間口１５０引出しの引出し箱を取外す場合

【開き扉ユニット／間口１５０引出し（※グリル付引出しを含む）】

A部

A部

B部
B部

■開き扉ユニット

■間口１５０引出し

・扉が開いている状態で、ラッチ本体を回して、ス
　トロークを調整してください。
※誤作動防止のためストローク調整は調整範囲内に
　してください。
※調整代を指定寸法以上に長くすると破損の原因に
　なります。　

・引出し箱を取り外す場合、ラッチが背板に干渉す
　るため、先にラッチを取り外してから引出し箱を
　外します。
　引出し箱を引き出した状態で、シェル内へラッチ
　本体を押し込んで戻し、手前を持ち上げます。
　シェルのツメを外すように奥に押し、引っかかり
　が外れたらシェルごと奥に押し出して取付座から
　ラッチ本体を取り外します。

・取付けは、引出し箱をセットした後に取り外しと
　逆の手順で行います。シェルのツメを取付座の奥
　側にカチッとはめてラッチ本体ごと手前に倒し、
　取付座の前側にカチッとはめ込みます。

防虫パッキン 取付座
シェル

■扉が閉じた状態　（側面図）
（※図は引出しの場合を示すが、開き扉ユニットも同様）

■扉が開いた状態　（側面図）

ラッチ本体

受座

ラッチ本体

取付座
シェル

ラッチ本体

３７ｍｍ

①ラッチ本体を
　シェル内へ戻す

④奥に押し出す

・扉の　　付近を軽く押すだけで扉が開きます。
※扉を閉める際は最後まで手で押し込んでください。
※接地部（受座、ラッチ本体先端）が汚れると、マ
　グネッが弱くなるため、掃除をして綺麗に保って
　ください。

扉

最小隙間２mm

前３mm 後ろ１．５mm

左に回して前へ

右に回して後ろへ

左に回して前へ

右に回して後ろへ
　間口１５０引出し

２０ｍｍ

　開き扉ユニット

ラッチ本体の出しろ（ストローク）

ツメ

ラッチ本体

取付座

シェル

ラッチ本体

埋め込み部分
防虫パッキン

扉を押す推奨位置

扉を押す推奨位置

②手前を持ち上げる

③シェルのツメを外す
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取付・設置手順

４２　扉の調整
　　　（ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）、
　　　　アイランド開き扉ユニットの場合）
※調整を行う前に、アームカバーとフランジカバーを外してください。

４３　扉用ブルモーションの調整
　　　（ケーキカット型ユニット（開き扉タイプ）、
　　　　アイランド開き扉ユニットの場合）

●上下方向の調整
・座金のネジＡをゆるめ、上下の位置を定めて
　固定します。

●左右方向の調整
・ネジＢで調整します。

●前後方向の調整
・ネジＣで調整します。
※基本的には調整しません。

ネジＢ（左右方向）

ネジＣ（前後方向）

ネジＡ（上下方向）

アームカバー

フランジカバー

扉が勢いよく閉まりすぎる場合　・・・　＋方向へまわす
扉がスムーズに閉まらない場合　・・・　－方向へまわす

■調整範囲　－７～＋３ｍｍ
調整ネジ

＋

＋

－
－
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・ディッシュプレートをトップに置きます。

取付・設置手順

４４　ディッシュプレートの設置

トップ

ディッシュプレート
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取付・設置手順　【ＭＣ加工の場合】

・フロアユニット用サイドパネルに補助脚を取付けます。
　補助脚の取付穴から＋サラタッピンネジ３．５×１６（１２本）にてフロアユニット用サイドパネ
　ルに固定します。

補助脚取付位置［正面図］

補助脚サイドパネル

サイドパネル

補助脚

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×１６

１　補助脚の取付け

22.5

※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。

10
[1
1.
5]

27
[2
8.
5]
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取付・設置手順　【ＭＣ加工の場合】

２　補助脚付きフロアユニット用サイドパネルの取付け

22.5

・ユニット側板にフロアユニット用サイドパネルを取付けます。
　（「フロアユニット用サイドパネルの取付け」を参照ください。）

＋ナゲシネジ３．８×３２
ワッシャー

ヘッドキャップカバー

サイドパネル

80

80
62

26
0

57

（
側
板
か
ら
フ
ロ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
用

　
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
ま
で
）

補助脚

サイドパネル
（間口１２５５、１４５５）

補助脚付きフロアユニット用サイドパネル取付位置［側面図］

10
[1
1.
5]

11
[1
2.
5]

※　［　］内寸法は、リニアメタルの場合を示す。
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取付・設置手順　【ＭＣ加工の場合】

３　補助脚のレベル調整、固定
・補助脚のレベルを調整します。
　補助脚のアジャスターにて高さを調整します。
　　■調整範囲　－１．５～＋１０ｍｍ
※アジャスターはキッチン側に穴がくるように調整します。
・補助脚のアジャスターの穴から＋バインドタッピンネジ３．５×３０にて床面に固定します。

補助脚

＋バインドタッピンネジ
　　　　　３．５×３０

穴（アジャスター）

Ａ部

Ａ部詳細図
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補助脚

取付・設置手順　【ＭＣ加工の場合】

４　スリット化粧板の取付け（下部）
※スリット化粧板を取付ける前に、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーの表面をきれいに拭き取ってくだ
　さい。
・スリット化粧板（２５ｍｍ）をキッチン奥行に合わせてカットします。
・ＩＮＯ　ＡＦとユニット下部、補助脚下部にスリット化粧板を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、ＩＮＯ　ＡＦの高さスペーサーのコーナーに合
　わせて貼り付けます。（「スリット化粧板の取付け（ユニット下部）」を参照ください。）
※ユニット上部はトップ取付け後に取付けます。（「スリット化粧板の取付け（ユニット上部）」を
　参照ください。）

スリット化粧板
　（２５ｍｍ）

サイドパネル
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取付・設置手順　【ＭＣ加工の場合】

５　補助脚のトップ固定、スリット化粧板の取付け（上部）
・補助脚上部の取付穴より＋バインドタッピンネジ３．５×１６（４本）にてトップ裏面に固定しま
　す。
・トップ裏面にアルミテープを貼り付け、スリット化粧板を取付けます。（「スリット化粧板の取付
　け【Ｍ加工・ＭＣ加工（ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機）の場合】」を参照ください。）

トップ

＋バインドタッピンネジ
　　　　　３．５×１６

補助脚

取付穴
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取付・設置手順　【ＭＣ加工の場合】

６　食洗機、食洗機用配管隠しカバーの取付け
・付属の「取付・設置説明書」に従って食洗機を取付けます。
・食洗機用配管隠しカバーを取付けます。（「食洗機用配管隠しカバーの取付け」を参照ください。）

食洗機

食洗機用配管隠しカバー
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取付・設置手順　【ＭＣ加工の場合】

Ａ部詳細図 Ｂ部詳細図

化粧パイプ

＋トラス小ネジ
　　　Ｍ４×８

補助脚

化粧パイプ

Ｌ金具

＋トラス小ネジ
　　　Ｍ４×８

ＡＦ

７　化粧パイプの取付け
・化粧パイプにスリット化粧板（食洗機用２０ｍｍ）
　を取付けます。
　スリット化粧板の両面テープのはく離紙を剥がし、
　化粧パイプの上面に合わせて貼り付けます。
・食洗機下部に化粧パイプを取付けます。
　化粧パイプのボルトを補助脚の穴に差し込みます。
　化粧パイプの下側より＋トラス小ネジＭ４×８にて
　ＡＦに固定します。
　化粧パイプ内側のＬ金具より＋トラス小ネジＭ４×
　８にて補助脚に固定します。

Ａ部

Ｂ部

化粧パイプ

①化粧パイプのボルトを
　補助脚の穴に差し込む

②＋トラス小ネジ
　Ｍ４×８にて固定

③Ｌ金具より
　固定

食洗機

揃
え
る

前面

化粧パイプ断面図

化粧パイプ

スリット化粧板
（食洗機用２０mm）

化粧パイプ

ボルト

スリット化粧板
（食洗機用２０mm）
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プルオープン食洗機ユニット用配管隠しカバーの取付け

１．プルオープン食器洗い乾燥機ユニットの底板裏面に配管隠しカバー取付金具を＋バインドタッピンネジ
　　３．５×１６（３ヶ所）にて指定位置（下図参照）に取付けます。（図１）
２．プルオープン食器洗い乾燥機ユニットを設置します。
３．配管隠しカバーを＋バインドタッピンネジ３．５×１２（２ヶ所）にて配管隠しカバー取付金具に固定
　　します。（図２）

180

図１

図２

配管隠しカバー

配管隠しカバー取付金具

＋バインドタッピンネジ
　　　　　３．５×１２

※　オンウォールタイプ用です。

100 100

底板裏面

＋バインドタッピンネジ
　　　　　３．５×１６

配管隠しカバー取付金具
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プルオープン食洗機ユニット用配管隠しカバーの取付け

※　床立ち上げ配管専用です。

配管隠しカバー納まり図［平面図］

25

１．配管隠しカバー本体を床面の指定位置に固定します。
　　配管隠しカバー本体を＋バインドタッピンネジ３．５×１６（４ヶ所）または、両面テープ（市販品）
　　にて床面に固定します。
２．配管隠しカバー取付板と配管隠しカバー本体のロックファスナー（２ヶ所）の位置を合わせ、前面から
　　押さえて固定します。

ユニット
ＡＦ

ロックファスナー

配管隠しカバー取付板

配管隠しカバー本体

ロックファスナー

15
0

背面

50
5

300
10 10

36
9

65
71

配管隠しカバー本体

配管隠しカバー取付板

取付ネジ
＋バインドタッピンネジ
　　　３．５×１６

取付穴（４ヶ所）
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ベンチレーションの取付前の準備

155

■配管隠しカバー取付け

 900(1200) 

 85.5(235.5)  85.5(235.5)  729(床固定位置) 
 8
50
＜
10
00
＞
 
11
5

＜
26
5＞

29
9(
床
固
定
位
置
) 

 50
＜
20
0＞
 

 4
50
(カ
バ
ー
寸
法
) 

 75.5(225.5)  749(カバー寸法)  75.5(225.5) 

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー（前面側）

・ベンチレーション専用上面操作加熱機器ユニットの配管隠しカバー位置
※（　）寸法は間口１２００ユニットの場合、＜　＞寸法は奥行１０００ユニットの場合を示す。

１．ベンチレーション専用上面操作加熱機器ユニットの引出し、横桟（樹脂製）を取り外します。
２．背面側の配管隠しカバーを＋バインドタッピンネジ３．５×１６（４ヶ所）または、両面テープ
　　（市販品）にて床面に固定します。

ベンチレーション取付前の準備

［平面図］

引出し ベンチレーション専用
上面操作加熱機器ユニット



ベンチレーションの取付け

156

［ベンチレーションの取付・配管例］

ベンチレーション
(キッチン工事)

排気ダクト×２本
(長さ目安400～500mm/１本)
(管工事)

リモートファン(キッチン工事)
※床固定

ユニット側板

あらかじめφ150排気ダクトを床から400～500mm
立ち上げておく必要があります(管工事)

※【「取付・設置前の確認」３排気ダクトの立上げ】参照

ユニット底板

コントロールユニット
(キッチン工事)
※ユニット側板右に固定

ワークトップ
(キッチン工事)

配管隠しカバー
(キッチン工事)

アース付き２口コンセント(AC100V)
(電気工事)※ユニット側板左に固定

電気工事は、関連する法令・規程に従って、必ず「有資格者」が行ってくださ
い。

火災・感電の原因になることがあります。

警
告

・付属の「取付・設置説明書」に従って、ベンチレーションはトップ、電源・コントロールユニットは
　ユニット、リモートファンは床に取付けます。
※取付位置は下記参照。
※取付方法はメーカー取付設置説明書を参照ください。
※メーカー取付設置説明書に記載の、ユニット内の機器上部に取付け
　る『固定桟』は、取付ける必要はありません。（右図）
※コンセント種類および一般プランは機器付属の取付設置説明書に従
　い、正しく取付けてください。
※電気配線工事については専用の取付設置説明書に従い、正しく取付
　けてください。
※東京２３区の新築マンションまたは法人登記の戸建に設置する場合
　は、各管轄の火災予防課に確認してください。
※ダクト設置や立ち上げ、機器関連で不明な点は、下記連絡先にご相
　談ください。

　　会社名：(株) N.TEC  東京支店
　　連絡先：03-5545-3877
　　担当者：藤原

固定桟を取り
付ける穴が開いています。固定用ビスを使用して固
定桟を機器側とカウンタートップに取り付けてくだ
さい。

固定桟
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ベンチレーションの取付け

 900(1200) 

85
0＜
10
00
＞

 5
0

＜
20
0＞

 4
50
(カ
バ
ー
寸
法
) 

 75.5(225.5)  749(カバー寸法)  75.5(225.5) 

 188(338) 

 2
64
＜
41
4＞
 

リモートファン
※ユニット右奥へ配置 
 (カバー右奥へ当たるまで)

電源ボックスリモートファン左部排気口

Φ150穴
（ダクト径）

■リモートファン取付

引出し

・ＧＡＧＧＥＮＡＵベンチレーション専用上面操作加熱機器ユニットに対してのリモートファン床固定位置
※（　）寸法は間口１２００ユニットの場合、＜　＞寸法は奥行１０００ユニットの場合を示す。

［平面図］

■リモートファン上部排気口の取付け

①リモートファン上部手前８ヶ所のネジを外
　し、トルクスドライバーでフタを外します。

②付属のテープで空気漏れのないようにテー
　ピングします。

テープ

リモートファン
上部排気口

③リモートファン上部排気口を取付けます。
　※①で外したネジで固定してください。

リモートファン
マイナスドライバー
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ベンチレーションの取付け

■排気ダクトの接続

１．あらかじめ床から立ち上げておいた排気ダクトを、リモートファン左部排気口に接続します。
２．排気ダクトでベンチレーションとリモートファン上部排気口を接続します。

１．前面側の配管隠しカバーを床面に固定します。
２．ベンチレーションとリモートファンの電源プラグを側板に取付けたコンセントに差し込んでください。
３．ベンチレーションが正常に作動するか確認してください。
　※メーカー取扱い説明書の「故障かなとおもったら」を参照してください。
４．配管ダクトなどから空気が漏れ出ていないか確認してください。
５．ベンチレーション専用上面操作加熱機器ユニットの引出し、横桟（樹脂製）を取付けます。

ベンチレーション取付後

・ＧＡＧＧＥＮＡＵベンチレーション専用上面操作加熱
　機器ユニットコンセント設置位置
※あらかじめ立ち上げておいた電源コードとアース付き
　２口コンセントを結線して設置してください。
※＜　＞寸法は奥行１０００ユニットの場合を示す。

・ＧＡＧＧＥＮＡＵベンチレーション専用上面操作
　加熱機器ユニットコントロールユニット設置位置
※＜　＞寸法は奥行１０００ユニットの場合を示す。

■コンセント、コントロールユニット取付

 850＜1000＞ 
 530

(加熱機器設置範囲) 
 145
(ベンチレーション設置範囲) 

AC100V

アース付き２口コンセント（１個）
※ユニット左側板に固定
※引出し、ベンチレーション本体、
　リモートファンに干渉しない側板に固定

左側板

 145
(ベンチレーション設置範囲) 

 530
(加熱機器設置範囲) 

 850＜1000＞

コントロールユニット
※ユニット右側板に固定
※引出し、ベンチレーション本体、
　リモートファンに干渉しない側板に固定

右側板

引出し 引出し

［側面図］ ［側面図］

排気ダクト

排気ダクト

リモートファン
上部排気口

ベンチレーション

リモートファン
左部排気口



【間口１０５０／１２００奥行８５０　片面パラレロシンク専用ユニットの場合】　

37 50

90

37 50

90

［平面図］

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

70
5

172100

φ２４穴φ５０穴 ＡＦ

［正面図］ ［側面図］

単位：ｍｍ

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

片面パラレロシンク専用ユニット

ミーレ食洗機

27
0

705

705

片面パラレロシンク専用ユニット

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

40
0以
上

(4
50
以
上
)

食洗機コンセント位置

27
0

705

705

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

50
0

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）

40
0～
50
0

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

片面パラレロシンク専用ユニット

側板穴あけ９０×５０

側板穴あけ９０×５０

※イラストは左側に食洗機が
　くる場合を示す。

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

172100

172100

10
0/

15
0

(2
00
※
)

10
0/

15
0

(2
00
※
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

・食洗機の配管をシンクユニット内で行う場合、下記のように行います。
※食洗機配管の取付け、詳細はメーカー取付設置説明書を参照ください。
※コンセント種類および一般プランは機器付属の取付設置説明書に従い、正しく取付けてください。

電気工事は、関連する法令・規程に従って、必ず「有資格者」が行ってください。

火災・感電の原因になることがあります。

警
告



【間口１０５０／１２００奥行８５０　片面パラレロシンク専用ユニットの場合】　

単位：ｍｍ

40
0以
上

(4
50
以
上
)

50
0

40
0～
50
0

ミーレ食洗機

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

片面パラレロシンク専用ユニット

片面パラレロシンク専用ユニット

食器洗い機用給水 PT1/2(設備工事) 食器洗い機用排水 HT20相当(設備工事)

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

※イラストは右側に食洗機が
　くる場合を示す。

［平面図］

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

70
5

172100

172100

172100

φ２４穴 φ５０穴ＡＦ

［正面図］［側面図］

■ミーレ食洗機の場合

片面パラレロシンク専用ユニット

食洗機コンセント位置

3750

90

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

27
0

705

705

食洗機コンセント位置

側板穴あけ９０×５０

3750

90

705

705

食洗機コンセント位置

側板穴あけ９０×５０

27
0

10
0/

15
0

(2
00
※
)

10
0/

15
0

(2
00
※
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入
食器洗い機用給水 PT1/2(設備工事) 食器洗い機用排水 HT40相当(設備工事)

※配管カバー別途購入



【間口１０５０／１２００奥行８５０　両面パラレロシンク専用ユニットの場合】　
単位：ｍｍ

40
0以
上

(4
50
以
上
)

50
0

40
0～
50
0

ミーレ食洗機

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

両面パラレロシンク専用ユニット

両面パラレロシンク専用ユニット

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

※イラストは左側に食洗機が
　くる場合を示す。

［平面図］

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

150

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）

ＡＦ

［正面図］ ［側面図］
■ミーレ食洗機の場合

両面パラレロシンク専用ユニット

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

食洗機コンセント位置

260

食洗機コンセント位置

60
0

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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26
0

595/4452.5 2.5
ＦＩＸパネル点検口

27
5

260

60
0

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食洗機コンセント位置

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

丁番

ボールキャッチ

10
0/

15
0

(2
00
※
)

10
0/

15
0

（
20
0※
）



【間口１０５０／１２００奥行８５０　両面パラレロシンク専用ユニットの場合】　
単位：ｍｍ

40
0以
上

(4
50
以
上
)

50
0

40
0～
50
0

ミーレ食洗機

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

両面パラレロシンク専用ユニット

両面パラレロシンク専用ユニット

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

※イラストは右側に食洗機が
　くる場合を示す。

［平面図］

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

150

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）

ＡＦ

［正面図］［側面図］

■ミーレ食洗機の場合

両面パラレロシンク専用ユニット

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

食洗機コンセント位置

260

食洗機コンセント位置

60
0

10
0/

15
0

（
20
0※
）

10
0/

15
0

(2
00
※
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の配管

26
0

595/445 2.52.5
ＦＩＸパネル点検口

27
5

260

60
0

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食洗機コンセント位置

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

丁番

ボールキャッチ



［平面図］

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

53
5

172100

φ２４穴φ５０穴

食洗機コンセント位置

ＡＦ

［正面図］ ［側面図］

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

両面パラレロシンク専用ユニット

ミーレ食洗機

172 100

50
0

57 90

535

535
90

食洗機コンセント位置

両面パラレロシンク専用ユニット

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

40
0以
上

(4
50
以
上
)

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

　　　　　　　

60
0

57 90

535

535
90

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

172 100

50
0

食洗機コンセント位置

40
0～
50
0

カップリング付水栓
　　　（設備工事）　　　

両面パラレロシンク専用ユニット

側板穴あけ９０×９０

側板穴あけ９０×９０

※イラストは左側に食洗機が
　くる場合を示す。

単位：ｍｍ

【間口１２００奥行１０００／１２１０／１４１０　両面パラレロシンク専用ユニットの場合】

10
0/

15
0

(2
00
※
)

10
0/

15
0

(2
00
※
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入
食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）



［側面図］

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

50
0

57 90

555

555
90

側板穴あけ９０×９０

60
0

57 90

555

555
90

側板穴あけ９０×９０

55
5

172100
φ２４穴

172100

172100

40
0以
上

(4
50
以
上
)

50
0

40
0～
50
0

60
0

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

ミーレ食洗機

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

両面パラレロシンク専用ユニット

両面パラレロシンク専用ユニット

両面パラレロシンク専用ユニット

φ５０穴

食洗機コンセント位置食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置 食洗機コンセント位置

ＡＦ

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

［平面図］

［正面図］

※イラストは右側に食洗機が
　くる場合を示す。

【間口１２００奥行１０００／１２１０／１４１０　両面パラレロシンク専用ユニットの場合】
単位：ｍｍ

10
0/

15
0

(2
00
※
)

10
0/

15
0

(2
00
※
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の配管

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入
食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）

食洗機コンセント位置



［平面図］

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

62
0

172100

φ２４穴φ５０穴

食洗機コンセント位置

ＡＦ

［正面図］ ［側面図］

単位：ｍｍ

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

両面パラレロシンク専用ユニット

ミーレ食洗機

172100

172100

50
0

620

食洗機コンセント位置

両面パラレロシンク専用ユニット

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

40
0以
上

(4
50
以
上
)

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

60
0

37 50

620

620
90

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

50
0

40
0～
50
0

カップリング付水栓
　　　（設備工事）

両面パラレロシンク専用ユニット

側板穴あけ９０×５０

37 50

620
90

側板穴あけ９０×５０

※イラストは左側に食洗機が
　くる場合を示す。

【間口１３５０奥行１０００　両面／片面パラレロシンク専用ユニットの場合】

食洗機コンセント位置
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0/

15
0

(2
00
※
)

10
0/

15
0

(2
00
※
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）



［側面図］

単位：ｍｍ

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

50
0

3750

620
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側板穴あけ
９０×５０
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上
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以
上
)
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ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

ミーレ食洗機

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

両面パラレロシンク専用ユニット

両面パラレロシンク専用ユニット

両面パラレロシンク専用ユニット

φ５０穴

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置 食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置　　　　　　　

60
0

3750

620

620
90

側板穴あけ
９０×５０

食洗機コンセント位置

ＡＦ

カップリング付水栓
　　　（設備工事）　　　

カップリング付水栓
　　　（設備工事）　　　

［平面図］

［正面図］

※イラストは右側に食洗機が
　くる場合を示す。

【間口１３５０奥行１０００　両面／片面パラレロシンク専用ユニットの場合】

10
0/

15
0

(2
00
※
)

10
0/

15
0

(2
00
※
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入
食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）



単位：ｍｍ
［平面図］

※パラレロシンクユニット側面側から食洗機を入れた場合
※GAGGENAU_IH+食洗機対応を含む

側面
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ミーレ食洗機

147 100

50
0
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0

背板穴あけ９０×５０

カップリング付水栓
（設備工事）

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

食洗機コンセント位置

Q-LAND用パラレロ
シンクユニット

［正面図］ ［側面図］

食洗機コンセント位置

カップリング付水栓
（設備工事）

40
0以
上

(4
50
以
上
)

※イラストは左側に食洗機が
　くる場合を示し、右仕様は
　対象とする。
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※配管カバー別途購入
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Q-LAND用
パラレロシンク
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サイドパネル

ミーレ／
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食洗機
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147

食洗機コンセント位置 ※配管カバー別途購入

70
5

850

【QーＬＡＮＤ用パラレロシンクユニットの場合】

引
出
し

正
面

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）

※配管カバー別途購入



ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の配管

［平面図］

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

60
0

37 5050
0

70
90

16218 100
φ２４穴
φ５０穴食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

側板穴あけ９０×５０

70

70
90

ＡＦ

［正面図］ ［側面図］

単位：ｍｍ

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。

カップリング付水栓（設備工事）

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

食洗機コンセント位置

40
0～
50
0

【２Ｄ、３Ｄ、４Ｄシンク専用ユニットの場合】

２Ｄ、３Ｄ、４Ｄシンク専用ユニット

ミーレ食洗機

50
0

37 50

10
0/
15
0

(2
00
※
)

10
0/
15
0

(2
00
※
)

食洗機コンセント位置

側板穴あけ９０×５０

70

70
90

食洗機コンセント位置

２Ｄ、３Ｄ、４Ｄシンク専用ユニット

２Ｄ、３Ｄ、４Ｄシンク専用ユニット

カップリング付水栓（設備工事）

40
0以
上

(4
50
以
上
※
)

※〈　〉寸法は、食洗機側に
　シャワー付水栓がくる場合
　を示す。

70
〈
14
0〉

162100

162100
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※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入
食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）



ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の配管

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

40
0～
50
0

60
0

60
0

37 5050
0

13218 100
φ２４穴
φ５０穴食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

側板穴あけ９０×５０

70

70
90

ＡＦ

ミーレ食洗機

132100

50
0

50
0

37 50

食洗機コンセント位置

側板穴あけ９０×５０

70

70
90

単位：ｍｍ

カップリング付水栓（設備工事）

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

食洗機コンセント位置

食洗機コンセント位置

２ＤＳシンク専用
ユニット

２ＤＳシンク専用
ユニット

２ＤＳシンク専用
ユニット

【２ＤＳシンク専用ユニットの場合】

［平面図］

［正面図］ ［側面図］

カップリング付水栓（設備工事）

40
0以
上

(4
50
以
上
※
)

70
90

70

132100

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。

10
0/
15
0

(2
00
※
)

10
0/
15
0

(2
00
※
)
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※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）



ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の配管

単位：ｍｍ

■ミーレ食洗機の場合

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

食洗機コンセント位置

60
0

食洗機コンセント位置

40
0～
50
0

50
0

30525 100

30525 100

カップリング付水栓（設備工事）

50
0

15
0

287 100

φ５０穴φ２４穴

食洗機コンセント位置

90
70

70

50

背板穴あけ９０×５０

90

50

背板穴あけ９０×５０

Ｇシンク専用ユニット

Ｇシンク専用ユニット

Ｇシンク専用ユニット

ミーレ／
ＧＡＧＧＥＮＡＵ

食洗機

【Ｇシンク専用ユニットの場合】

［平面図］

［正面図］

40
0以
上

(4
50
以
上
※
)

カップリング付水栓（設備工事）
10
0/
15
0

(2
00
※
)

10
0/
15
0

(2
00
※
)

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。
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※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入

食器洗い機用給水 PT1/2（設備工事）
食器洗い機用排水 HT40相当（設備工事）

食器洗い機用給水 PT1/2（設備工事）
食器洗い機用排水 HT20相当（設備工事）



ＡＦ

Q-LAND用
パラレロシンク
ユニット

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

φ５０穴
φ２４穴 755755

850

90
10
0

69
9

27
5

70
5

［側面図］［正面図］

Q-LAND用パラレロ
シンクユニット

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）食器洗い機用給水 PT1/2

（設備工事）

食洗機コンセント位置

275

60
0

※配管カバー別途購入

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

40
0～
50
0

50
0

カップリング付水栓
（設備工事）

60
0

側板穴あけ
９０×５０

食洗機コンセント位置

10
0/

15
0

(2
00
) 37 50

90
70

食洗機コンセント位置

■ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の場合

単位：ｍｍ

サイドパネル

引
出
し

【QーＬＡＮＤ用パラレロシンクユニットの場合】※パラレロシンクユニット正面側から食洗機を入れた場合
※GAGGENAU_IH+食洗機対応

［平面図］

正
面

側面

※配管カバー別途購入
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ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機の配管



ＧＡＧＧＥＮＡＵ｜ＩＨコンロ下食洗機の配管

［平面図］

［正面図］

単位：ｍｍ

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。

【２Ｄ、３Ｄ、４Ｄシンク専用ユニットの場合】

※〈　〉寸法は、食洗機側に
　シャワー付水栓がくる場合
　を示す。
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ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

ＧＡＧＧＥＮＡＵ
食洗機

50
0

162 100
φ２４穴
φ５０穴

ＡＦ

カップリング付水栓（設備工事）

間口１５０引出しユニット

食洗機コンセント位置

40
0～
50
0

60
0

２Ｄ、３Ｄ、４Ｄシンク専用ユニット

70
〈
14
0〉

162100

※配管カバー別途購入

※配管カバー別途購入
食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT40相当
（設備工事）

食洗機コンセント位置

［１５０ユニット側面図］

37 50

側板穴あけ９０×５０
(両側板)

側板穴あけ９０×５０

70
90

10
0/
15
0

(2
00
※
)

［２D、３D、４Dシンク専用ユニット側面図］

60
0

37 50

食洗機コンセント位置

側板穴あけ９０×５０

70

70
90

10
0/
15
0

(2
00
※
)

150

２Ｄ、３Ｄ、４Ｄシンク専用ユニット

間口１５０引出しユニット

側板穴あけ９０×５０



リンナイ食洗機の配管

［平面図］

リンナイ
食洗機

270 80

270 80

φ５５穴

ＡＦ

［正面図］ ［側面図］

単位：ｍｍ

※ＡＦ仕様【Ｈ＝１００】は、
　ＩＮＯ　ＡＦ　Ｓタイプの
　場合のみ。
※（　）内寸法は、ＡＦ仕様
　【Ｈ＝２００】の場合を示
　す。その場合、５０mmの
　台輪を付けて高さを調整す
　る。

■リンナイフロントオープン食洗機の場合

■リンナイフロントオープン食洗機の場合

シンクユニット

リンナイ食洗機

10
0/
15
0

(2
00
※
)

シンクユニット

硬質塩化ビニルライニング鋼管（設備工事）

80
～
23
0

173

φ３０穴

12
7～
27
7

70

食洗機コンセント位置

※穴あけは現場合わせ

食洗機コンセント位置

50
0

50
0

食洗機コンセント位置

70

台輪※ＡＦ　
H=２００の場合のみ

食器洗い機用給水 PT1/2
（設備工事）

食器洗い機用排水 HT20相当
（設備工事）



ミーレ食洗機用配管隠しカバーの取付け

食洗機

１．背面側の配管隠しカバーを床面の指定位置に固定します。
　　背面側の配管隠しカバーを＋バインドタッピンネジ３．５×１６（６ヶ所）または、両面テープ（市販
　　品）にて床面に固定します。
※　ＡＦ仕様【Ｈ＝２００】の場合、背面側の配管隠しカバーを取付け後、台輪を設置します。
　　台輪を設置する前に給水管、排水管の位置に合わせて、配管用の穴をあけます。
２．ミーレ食洗機を設置します。
３．ミーレ食洗機の巾木の指定位置に付属のロックファスナー（２ヶ所）を貼り付けます。
４．巾木に貼り付けたロックファスナーのはく離紙を剥がし、前面側の配管隠しカバーを背面側の配管隠し
　　カバーにかぶせるようにしてミーレ食洗機の巾木に貼り付け、床面は両面テープ（２ヶ所）にて固定し
　　ます。

■ＡＦ仕様【Ｈ＝２００】の場合のみ

台輪

配管隠しカバー（背面側）

597(447)

600(450)

台輪

配管隠しカバー（背面側）
1.51.5

59
57
0

63
0
台
輪

配
管
隠
し
カ
バ
ー
（
背
面
側
）1

φ３０穴
（給水管用）

φ５５穴
（排水管用）

※穴あけは現場合わせ

φ５５穴
（排水管用）

φ３０穴
（給水管用）

25

25

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー
　（前面側）

巾木

両面テープ（２ヶ所）

ロックファスナー（２ヶ所）
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ミーレ食洗機用配管隠しカバーの取付け

600(450) 11

35
64
5

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー（前面側）

配管隠しカバー納まり図［平面図］

※取付穴は配管隠しカバー（背面側）を取付ネジで固定する場合を示す。

46
0

65
15
5

6565
10 10

取付ネジ
＋バインドタッピンネジ
　　　３．５×１６

取付穴（６ヶ所）

10

シンクユニット

175



ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機用配管隠しカバーの取付け

両面テープ（市販品）

■スペーサー

スペーサー取付位置（平面図）

■配管隠しカバー（前面側）

１．巾木取付金具に付属のロックファスナーを貼り付けます。
２．スペーサーの片面に両面テープ（市販品）を貼り付けます。
３．前面側の配管隠しカバー裏面の指定位置にスペーサーを取付けます。
　　先ほど貼り付けた両面テープにて間口６００の場合は端から６５ｍｍ、間口４５０の場合は端から５５
　　ｍｍの位置に貼り付けます。
４．背面側の配管隠しカバーを床面の指定位置に固定します。
　　背面側の配管隠しカバーを＋バインドタッピンネジ３．５×１６（６ヶ所）または、両面テープ（市販
　　品）にて床面に固定します。
※　ＡＦ仕様【Ｈ＝２００】の場合、背面側の配管隠しカバーを取付け後、台輪を設置します。
　　台輪を設置する前に給水管、排水管の位置に合わせて、配管用の穴をあけます。
５．ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機を設置します。
６．巾木取付金具に貼り付けたロックファスナーのはく離紙を剥がします。
　　前面側の配管隠しカバーを背面側の配管隠しカバーにかぶせるようにして、前面側の配管隠しカバーに
　　取付けたスペーサー（２ヶ所）を巾木取付金具のロックファスナーに貼り付け、床面は両面テープ（２
　　ヶ所）にて固定します。

65 65
(55) (55)

600(450)

スペーサー

配管隠しカバー（背面側）

巾木取付金具
ロックファスナー
　　　（２ヶ所）

食洗機
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ＧＡＧＧＥＮＡＵ食洗機用配管隠しカバーの取付け

配管隠しカバー納まり図［平面図］

600(450) 11

35
64
5

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー（前面側）

6565
10 10

取付ネジ
＋バインドタッピンネジ
　　　３．５×１６

取付穴（６ヶ所）46
0

65
15
5

10

スペーサー
（２ヶ所）

両面テープ（２ヶ所）

配管隠しカバー
（前面側）

食洗機

ロックファスナー
　　　（２ヶ所）

台輪

配管隠しカバー（背面側）

597(447)

600(450)

台輪

配管隠しカバー（背面側）
1.51.5

59
57
0

63
0
台
輪

配
管
隠
し
カ
バ
ー
（
背
面
側
）1

■ＡＦ仕様【Ｈ＝２００】の場合のみ

φ３０穴
（給水管用）

φ５５穴
（排水管用）

※穴あけは現場合わせ

φ５５穴
（排水管用）

φ３０穴
（給水管用）

※取付穴は配管隠しカバー（背面側）を取付ネジで固定する場合を示す。

シンクユニット

配管隠しカバー（背面側）

177



リンナイ食洗機用配管隠しカバーの取付け

食洗機

１．背面側の配管隠しカバーを床面の指定位置に固定します。
　　背面側の配管隠しカバーを＋バインドタッピンネジ３．５×１６（６ヶ所）または、両面テープ（市販
　　品）にて床面に固定します。
※　ＡＦ仕様【Ｈ＝２００】の場合、背面側の配管隠しカバーを取付け後、台輪を設置します。
　　台輪を設置する前に給水管、排水管の位置に合わせて、配管用の穴をあけます。
２．リンナイ食洗機を設置します。
３．リンナイ食洗機の巾木の指定位置に付属のロックファスナー（２ヶ所）を貼り付けます。
４．巾木に貼り付けたロックファスナーのはく離紙を剥がし、前面側の配管隠しカバーを背面側の配管隠し
　　カバーにかぶせるようにしてミーレ食洗機の巾木に貼り付け、床面は両面テープ（２ヶ所）にて固定し
　　ます。

■ＡＦ仕様【Ｈ＝２００】の場合のみ

台輪

配管隠しカバー（背面側）

447

450

台輪

配管隠しカバー（背面側）
1.51.5

59
57
0

63
0
台
輪

配
管
隠
し
カ
バ
ー
（
背
面
側
）1

φ５５穴
（給水管用）

φ３０穴
（排水管用）

※穴あけは現場合わせ

φ３０穴
（排水管用）

φ５５穴
（給水管用）

80270

25

25

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー
　（前面側）

巾木

両面テープ（２ヶ所）

ロックファスナー（２ヶ所）

178

※移動防止金具を取付ける時、食洗機の扉厚さが２１mmの場合は、
　２本のタッピンネジをメーカーの指定する型紙の「位置Ａ：扉厚さ
　１８mmの時」の位置より３mm上にずらした位置で取付けてくだ
　さい。（メーカー設置説明書Ｐ１６、移動防止型紙参照）

50



リンナイ食洗機用配管隠しカバーの取付け

450 11

35
64
5

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー（前面側）

配管隠しカバー納まり図［平面図］

※取付穴は配管隠しカバー（背面側）を取付ネジで固定する場合を示す。

46
0

65
15
5

6565
10 10

取付ネジ
＋バインドタッピンネジ
　　　３．５×１６

取付穴（６ヶ所）

10

シンクユニット
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ＦＩＸパネル点検口の取付け（ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機の場合）

70
.5

ＦＩＸパネル
点検口
裏面

750

１．アイランドタイプ、ペニンシュラタイプの場合、隣接するユニットの側板にＦＩＸパネル点検口取付用
　　方立（ボールキャッチ付）を取付けます。
　　＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
※　隣接するユニットがシンクユニットの場合、シンクユニットの側板に取付けます。
２．ＦＩＸパネル点検口取付用方立（ボールキャッチ付）を取付けたユニットと反対側のユニットの側板に
　　ＦＩＸパネル点検口取付用方立（丁番座金付）を取付けます。
　　＋ナゲシネジ３．８×３２にワッシャーを通して固定し、ヘッドキャップカバーを取付けます。
３．ＦＩＸパネル点検口にボールキャッチ（オス側）を取付けます。
　　ボールキャッチ（メス側）の位置に合わせて、付属ネジにてボールキャッチ（オス側）を取付けます。

シンクユニット

シンクユニット

※位置は現物合わせ

ボールキャッチ
　　（オス側）

付属ネジ

70
.5

〃
〃

70
.5750

70
.5

〃
〃

ワッシャー

ヘッドキャップカバー

ヘッドキャップカバー

ワッシャー
＋ナゲシネジ３．８×３２

＋ナゲシネジ３．８×３２

ＦＩＸパネル点検口取付用
　　　方立（丁番座金付）

ＦＩＸパネル点検口取付用
方立（ボールキャッチ付）
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ＦＩＸパネル点検口の調整（ミーレ／ＧＡＧＧＥＮＡＵ／リンナイ食洗機の場合）

・ＦＩＸパネル点検口の目地を確認し、調整を行います。
※調整を行う前に、アームカバーとフランジカバーを外してください。

595(445) 2.52.5

シンクユニット

ＦＩＸパネル点検口納まり図［平面図］ＦＩＸパネル点検口

ＦＩＸパネル

●上下方向の調整
・座金のネジＡをゆる
　め、上下の位置を定
　めて固定します。

●左右方向の調整
・ネジＢで調整します。

●取付け
・丁番本体を座金に取付けます。

●取り外し
・ツメを押して座金から丁番本体を取り外します。

●前後方向の調整
・ネジＣで調整します。
※基本的には調整しま
　せん。

ネジＢ（左右方向）

ネジＣ（前後方向）

ネジＡ（上下方向）

丁番の取付け、取り外し

１ ２ ３

１ ２

座金

ツメ

アームカバー

丁番本体

フランジカバー

座金
丁番本体

側板

ＦＩＸパネル点検口取付用
　　　方立（丁番座金側）

0

ＦＩＸパネル点検口

0

2.5
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ガスオーブン用配管隠しカバーの取付け

600
10 1035

61
5

46
5

65
12
0

配管隠しカバー納まり図［平面図］

配管隠しカバー（背面側）

配管隠しカバー（前面側）

１．背面側の配管隠しカバーを床面の指定位置に固定します。
　　背面側の配管隠しカバーを＋バインドタッピンネジ３．５×１６（４ヶ所）または、両面テープ（市販品）
　　にて床面に固定します。
２．オーブンレンジ用台輪を設置します。
３．前面側と背面側の配管隠しカバーのロックファスナーの位置を合わせ、前面側の配管隠しカバーを取付け
　　ます。

オーブンレンジ用台輪

ロックファスナー（２ヶ所）

配管隠しカバー（前面側）

ロックファスナー（２ヶ所）

配管隠しカバー（背面側）

取付ネジ
＋バインドタッピンネジ
　　　３．５×１６

取付穴（４ヶ所）

※取付穴は配管隠しカバー（背面側）を取付ネジで固定する場合を示す。
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ブロック型エレメントの固定

183

【ＩーＬＡＮＤとブロック型エレメントを連結する場合】　

【ＣＤーＬＡＮＤとブロック型エレメントを連結する場合】　

※連結時は、連結金具ＭＫＯＰ-ＩＣＦＺＫ１が別途必要です。
※　　部連結金具にてトップとトップを固定。 ゼロ導線キッチン

加熱機器
エレメント

ＣＤーＬＡＮＤ
（ゼロ導線キッチン）

食洗機
エレメント

■ブロック型エレメントの固定
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・連結部分のトップ下地に固定金具を取付けます。固定金具を２つのトップの両端とセンター３ヶ所に各
　２個、計６ヶ所ずつ＋バインドタッピンネジ４．０×１２で取付けます。
※ドライバーにて手動で取付けてください。

２　連結金具の取付け

Ｂ部詳細図

Ｂ部
連結金具

連結金具取付け位置図 トップ

連結金具連結金具 連結金具

Ｂ部

トップ

トップ

＋バインドタッピンネジ
４．０×１２

・トップの連結部分にノルシールを貼り付けます。片方のトップの３．０ｍｍ程度内側に貼り付けます。
※この時まだノルシールの保護シートは剥がさないでください。

トップ

トップ

１　ノルシールの貼り付け

ノルシール

Ａ部

３３

3Ａ部詳細図 カウンター

ノルシール

ブロック型エレメントの固定



・トップの水平を取って、連結するトップ同士の面や高さを揃えます。
　ノルシールの保護シートを剥がしトップで圧着します。

３　トップの連結

・六角ボルトＭ４×１５にワッシャーを通して連結金具の長穴に差し込
　みます。反対側からワッシャー、六角ナットを通して固定します。
※ネジは締切らなくても、固定することが出来ます。

トップ

トップ

Ｃ部

Ｃ部断面詳細図

六角ボルトＭ４×１５ 六角ナット

固定金具

カウンター下地カウンター下地

カウンター カウンターワッシャー

ノルシール

＋バインドタッピンネジ
４．０×１２

＋バインドタッピンネジ
４．０×１２
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ブロック型エレメントの固定



ブロック型エレメントの固定
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・ゼロ導線キッチンエのレメントと、ブロック型エレメントを覆うようにスリット化粧板（２５mm）
　を貼付けます。
※貼り付け後は、両面テープがしっかり貼り付くようにスリット化粧板を押さえてください。　

スリット化粧板

スリット化粧板

4　スリット化粧板の貼付け

【ＩーＬＡＮＤとブロック型エレメントを
　連結する場合】　

【ＣＤーＬＡＮＤとブロック型エレメントを
　連結する場合】　



コンセントの取付け　【オーブンユニットの場合】

［平面図］

［正面図］

単位：ｍｍ

【奥行６２５　間口１５０ユニットの場合】

・下記のようにコンセントを取付けます。
※隣にプルオープン食洗機ユニットを設置する場合、反対側の隣にユニットを設置してください。
※コンセント種類および一般プランは機器付属の取付設置説明書に従い、正しく取付けてください。
※電気配線工事については専用の取付設置説明書に従い、正しく取付けてください。

オーブン
ユニット

10
0
0

50
15
0

オーブン
ユニット

スペーサー
（１００×１００）

600 150

50

62
5

側板穴あけ（φ６０）

オーブンコンセント位置

側板穴あけ（φ６０）

スペーサー
（１００×１００） オーブンコンセント位置

15
0
50

100 0
50

側板穴あけ（φ６０）

スペーサー
（１００×１００）

オーブンコンセント位置

10
0
0

10
0
0

［側面図］
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電気工事は、関連する法令・規程に従って、必ず「有資格者」が行ってくださ
い。

火災・感電の原因になることがあります。

警
告



コンセントの取付け　【オーブンユニットの場合】

［平面図］

【奥行６２５　間口３００以上のユニットの場合】

［正面図］

オーブン
ユニット

10
0
12

62

57 100
107

底板穴あけ
（１００×１００）

57 100
107

10
5

オーブン
ユニット

スペーサー
（１００×１００）

底板穴あけ
（１００×１００）

オーブンコンセント位置
スペーサー
（１００×１００）

600 300以上

オーブンコンセント位置

10
0
55

62
5

単位：ｍｍ
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コンセントの取付け　【オーブンユニットの場合】

［平面図］

［正面図］

単位：ｍｍ

【奥行７０５　間口１５０ユニット／
　奥行８５０　間口１５０片面ユニットの場合】

オーブン
ユニット 58

0
15
0

オーブン
ユニット

600 150

50

70
5(
85
0)

側板穴あけ（φ６０）
オーブンコンセント位置

側板穴あけ（φ６０）

スペーサー
（１００×１００）

スペーサー
（１００×１００）

580

側板穴あけ（φ６０）

スペーサー
（１００×１００）

オーブンコンセント位置
オーブンコンセント位置

15
0
50

10
0
0

10
0
0

100

10
0

［側面図］
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コンセントの取付け　【オーブンユニットの場合】

【奥行７０５　間口３００以上のユニットの場合】

［平面図］

［正面図］

単位：ｍｍ

オーブン
ユニット

63

0100
50

0100
50

34
0

34
0

オーブン
ユニット

スペーサー
（１００×１００）

スペーサー
（１００×１００）

側板穴あけ
（９０×６０）

スペーサー
（１００×１００）

600 300以上

70
5

60

側板穴あけ（９０×６０）
63
90

オーブンコンセント位置

側板穴あけ
（９０×６０）

オーブンコンセント位置

オーブンコンセント位置

10
0

10
0

［側面図］
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【奥行８５０ユニット（間口１５０片面ユニットを除く）の場合】

コンセントの取付け　【オーブンユニットの場合】

［平面図］

［正面図］ ［側面図］

単位：ｍｍ

オーブン
ユニット

600
150以上

（片面ユニットの場合300以上）

85
0

58
0

42
5

オーブン
ユニット

50

側板穴あけ（φ６０）
オーブンコンセント位置

50

425
580

側板穴あけ（φ６０）

オーブンコンセント位置

オーブンコンセント位置

側板穴あけ（φ６０）
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ガラスバックガードの取付け

※　「トップの取付け」を行う前に取付けます。
１．左右どちらか一方のアルミ固定バーを＋サラ小ネジＭ６×２０にてトップの取付けガイド穴に取付けま
　　す。
２．ガラスの両端両面の下側に透明軟質シートを接着なしで貼り付けます。
３．１で取付けたアルミ固定バーの溝部分に透明軟質シートを貼り付けたガラスを差し込みます。
４．もう片方のアルミ固定バーをガラスに差し込み、＋サラ小ネジＭ６×２０にてトップの取付けガイド穴
　　に固定します。
※　ガラスが差し込めない場合は透明軟質シートを片面にしてください。

＋サラ小ネジＭ６×２０

トップ

ガラス

アルミ固定バー

透明軟質シート

取付けガイド穴

アルミ固定バー

水受けトレイの設置

42
5(
50
0)

・両面パラレロシンク専用ユニットにシャワー／ホース／
　メタルホース付シングルレバー混合水栓（グランドキャ
　ニオンを除く）を取付ける場合、ユニット底板の指定位
　置に水受けトレイを置きます。 水受けトレイ

水受けトレイ

00[50]

※（　）内寸法は、間口１３５０両面パラレロシンク専用
　ユニットの場合を示す。
※［　］内寸法は、サーボドライブを取付ける場合を示す。
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リカバリータンクの取付け

・リカバリータンクはシャワー／ホース／ａｒｗａ製メタルホース付シングルレバー混合水栓（グランドキ
　ャニオンを除く）、ＢＩＧ水栓の下側に取付けます。
・背板の指定位置にテーパースペーサー２個を＋サラタッピンネジ３．５×２０にて取付けます。
・リカバリータンクは、穴下部分にテーパースペーサーを引っ掛けて下方向に下げ、穴上部分にテーパース
　ペーサーを収めて固定します。
・サドルはホースの水栓本体側を固定します。取付位置はリカバリータンク端上部付近へ　＋トラスタッピ
　ンネジ４．０×１６（２本）で取付けます。(ＢＩＧ水栓を除く）
※サドル位置はシャワーを出し入れした際にホースがリカバリータンク内に収まるように調整して取付けて
　ください。

背板

＋トラスタッピンネジ
　　　４．０×１６

（２ヶ所）

リカバリータンク

テーパー
スペーサー

サドルサラタッピンネジ
３．５×２０

（２ヶ所）（２ヶ所）

サドル取付詳細図リカバリータンク取付詳細図

テーパースペーサー
サラタッピンネジ
　　３．５×２０

サドル

引っ
掛け
て

下げ
る

193

・ホース付シングルレバー混合水栓
・シャワー付シングルレバー混合水栓

・ａｒｗａ製メタルホース付シングルレバー混合水栓

120 295
(370)

36
0

［側面図］

リカバリータンク

120

30
0

180
(255)

18
0

テーパースペーサー

サドル 背板

180
(255)

40

40

メタルホース
　接続パイプ
※背面へ曲げる

サドル

リカバリー
タンクテーパースペーサー

背板

水栓本体側

水栓本体側

シャワーヘッド側 シャワーヘッド側

※2

※2

■リカバリータンク取付位置【片面パラレロシンク専用ユニット】
※１　ＢＩＧ水栓は取付けできません。
※２　ホースのねじれが無いことを確認してください。　
※（　）内寸法は、奥行１０００の場合を示す。　　



リカバリータンクの取付け
■リカバリータンク取付位置【Ｑ－ＬＡＮＤ用パラレロシンクユニット】
※１　ＢＩＧ水栓は取付けできません。
※２　ホースのねじれが無いことを確認してください。
※３　正面横にはシャワー付き水栓は取付けできません。正面奥に水栓制限はありません。　　　

［正面図］

水栓本体側

120 29
5
40

※2

水栓本体側

サドル

120

16
5
40

シャワーヘッド側

※2

・ホース付シングルレバー混合水栓
・シャワー付シングルレバー混合水栓

・ａｒｗａ製メタルホース付シングルレバー混合水栓
・４Ｄシンク専用ユニット

194

サドル

リカバリータンク
テーパースペーサーリカバリータンク

テーパースペーサー

シャワーヘッド側

■リカバリータンク取付位置【パラレロシンク専用ユニット以外】

※１　ＢＩＧ水栓は、４Ｄシンクには取付けできません。
※２　ホースのねじれが無いことを確認してください。　　　

［正面図］

リカバリータンク

テーパースペーサー

水栓本体側

サドル

12029
5

40

シャワーヘッド側

※2

リカバリータンク

テーパースペーサー

水栓本体側

サドル

120

16
5

40

シャワーヘッド側

※2

・ホース付シングルレバー混合水栓
・シャワー付シングルレバー混合水栓

・ａｒｗａ製メタルホース付シングルレバー混合水栓
・４Ｄシンク専用ユニット

120 120

リカバリータンク

・ＢＩＧ水栓

※1

16
5 テーパースペーサー

※2



クロスギャラリーの取付け

・クロスギャラリーのネジをゆるめます。（図１）
・ギャラリーレールにクロスギャラリーを取付けます。（図２、図３）
・クロスギャラリーのネジを締めます。（図１）
※取り外す時は、逆の手順で行います。

クロスギャラリー２段タイプ
・クロスギャラリー２段も上記の取付方法と同じです。
・ボトルデバイダーを上から落とし込むようにクロスギャラリー２段にはめ込みます。

クロスギャラリー

クロスギャラリー
引出し

ギャラリーレール

ネジ

ボトルデバイダー
クロスギャラリー

（２段）

図１

図３図２
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パイプラックパーツの取付け

壁面

・取付金具を＋サラタッピンネジ３．５×３５にて、図の位置に取付けます。
・ブラケットに直線パイプを通して取付金具に差し込みます。
・ブラケットの下方ネジを六角レンチで締めて、直線パイプを固定します。
・直線パイプの両端にエンドキャップを取付けます。

■ブラケット数 ■取付位置
・間口によって中間ブラケットの数が変わります。

間口 　９００ｍｍ以下　　　　・・・　２個（両端のみ）
間口 　９０１～１５００ｍｍ　・・・　３個
間口 １５０１～２１００ｍｍ　・・・　４個
間口 ２１０１～３０００ｍｍ　・・・　５個

・中間ブラケットの位置は原則として均等割にしてください。
・ラックの種類により均等割できない場合は、中間ブラケットの位置
　を考慮してください。
・ブラケット間の最大寸法は９００mmです。

※１：ウォールユニット、
　　　レンジフードの下に
　　　取付ける場合
※２：ウイングチップの下に
　　　取付ける場合

ワ
ー
ク
ト
ッ
プ
よ
り

55
0m
m
（
※
１
）

47
0m
m
（
※
２
）

■直線パイプの取付け

六角レンチ

ブラケット

エンドキャップ

直線パイプ

取付金具

＋サラタッピンネジ
　　　３．５×３５

ブラケット壁面

6 〃 〃 26.5
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パイプラックパーツの取付け

162

■直線パイプを延長する場合

■コーナー用パイプを取付ける場合

・直線パイプを延長する場合は、ジョイント用金具を使用します。
・ジョイント用金具に両面テープを巻いて直線パイプに差し込みます。

①取付金具を＋サラタッピンネジ３．５×３５にて取付けます。
②ブラケットにコーナー用パイプを通して取付金具に差し込みます。
③ブラケットの下方ネジを六角レンチで締めて、コーナー用パイプを固定します。
④ジョイント用金具に両面テープを巻いてコーナー用パイプに差し込みます。
⑤直線パイプをジョイント用金具に差し込み、コーナー用パイプにつなぎます。

ジョイント用金具

ジョイント用金具
※両面テープを巻いて挿入してください。

ジョイント用金具
※両面テープを巻いて挿入してください。

六角レンチ

直線パイプ

直線パイプ

直線パイプ

コーナー用パイプ

ブラケット
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照明カバー・照明器具の取付け【ステンレス製】

※1

※2

１．照明カバーを付属の＋トラスタッピンネジ３．５×１２にて、図の位置に取付けます。
　　ウォールユニットの場合、ユニット前面（扉を含まない）より０～２ｍｍ、側面より０～１ｍｍ入った
　　位置に取付けます。（図１）
　　ウイングチップの場合、前面より３０ｍｍ、側面より０～１ｍｍ入った位置に取付けます。（図２）
　　両面テープ（できるだけ薄いもの）を併用すると、位置合わせが簡単で正確に行えます。

図１

図３

図２

サイドキャップ

※１　壁面パネル仕様
　　　　Ｌ＝３０６ｍｍ（ウォールユニットＤ＝３５０ｍｍ用）
　　　　Ｌ＝３６１ｍｍ（ウォールユニットＤ＝４０５ｍｍ用）

※２　壁付け仕様
　　　　Ｌ＝３１８ｍｍ（ウォールユニットＤ＝３５０ｍｍ用）
　　　　Ｌ＝３７３ｍｍ（ウォールユニットＤ＝４０５ｍｍ用）

30

0～
1

0～2 30

0～
1

30

＋トラスタッピンネジ
　　　３．５×１２

＋トラスタッピンネジ
　　　３．５×１２

照明カバー

ウォールユニット

ウイングチップ

照明カバー
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照明カバー・照明器具の取付け【ステンレス製】

0～
1

２．サイドキャップは壁面パネルがある場合と無い場合で長さが異なります。（図３・図４）
※　ウイングチップの場合、サイドキャップはありません。（図５）
３．サイドキャップを照明カバーの側面に合わせて付属の＋トラスタッピンネジ３．５×１２にて取付けま
　　す。（図６）
注意：ウォールユニット側面より０～１ｍｍ入った位置に取付けます。

図６

サイドキャップ

ウォールユニット

照明カバー

＋トラスタッピンネジ
　　　３．５×１２

図４　ウォールユニット 図５　ウイングチップ

350/405 350/405 350

壁壁壁

壁面パネル

照明カバー
壁面パネル

照明カバー

サイドキャップ
（L=306/361）

照明カバー
サイドキャップ
（L=318/373）

※サイドキャップはありません。
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照明カバー・照明器具の取付け【ステンレス製】

４．照明器具を付属の＋トラスタッピンネジ３．５×１２にて、図７の位置に取付けます。
　　なお、電源コード類は照明カバー内の配線スペースに収納してください。
注意：照明器具を２本以上連結する場合、付属の延長コードを使用してください。（図８）

図７

図８

ウォールユニット ウイングチップ

延長コード

照明器具

照明器具

配線スペース

照明器具

配線スペース
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P9WP-TRS164_2
25.11www.toyokitchen.co.jp 〒107-0062　東京都港区南青山3-16-3

トーヨーキッチンスタイルカスタマーサービス  https://www.toyokitchen.co.jp/ja/maintenance/

トーヨーキッチンホームページのオンラインショップ「SHOP TOYO KITCHEN」でオプションパーツをご購入いただけます。
詳しくは、store.toyokitchen.co.jpをご覧ください。

お問い合わせ先

ＴＥＬ　050 - 3852 - 2392〈受付時間　平日9 : 00～17 : 00（※土・日・祝日・夏期・年末年始は除く）〉 
メール　tks@toyo1.toyokitchen.co.jp
ＦＡＸ　0575 - 23 - 1262

取付・設置後の点検・清掃・養生

ホルムアルデヒド発散区分

表示ルール

製造番号

ホルムアルデヒド発散材料区分詳細

内装仕上げ部分および下地部分とも

「住宅部品表示ガイドライン」
キッチンバス工業会　表示指針による

本体に貼り付けの検査証をご確認ください

化粧パネル（ＰＢ）
ＭＤＦ
合板
接着剤

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆
Ｆ☆☆☆☆
Ｆ☆☆☆☆
Ｆ☆☆☆☆

・「安全上のご注意」および説明書の内容通り取付・設置されているかを点検し、水漏れなど異常の無いこ
　とを確かめてください。
・表面の汚れ、ほこりを拭き取りながら、傷などの損傷が無いかを調べてください。
・トップや扉など、損傷する恐れのある部分は、必ず梱包材などを利用して養生してください。
・トップの養生は、引渡し時まで剥がさないでください。
・シンク、加熱機器など、破損の恐れのある部分は、ビニールなどで中が見えるように養生してください。
・養生に使うテープは、粘着力の弱いマスキングテープなどを使用してください。

ＶＯＣ放散性能 ４ＶＯＣ基準適合（木質建材）

表示ルール 「住宅部品ＶＯＣ表示ガイドライン」による

※４ＶＯＣとは、トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレンを示します。

トーヨーキッチンスタイルカスタマーサービスでは、保証期間内、経過後のメンテナンスやパーツの販売を承ります。

スマートフォンからでも
修理／メンテナンスの
依頼ができます。

アクセスはこちらから　→


